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海
洋
環
境
保
全
に
関
す
る
カ
ナ
ダ
案
に
つ
い
て

は

し

が

き

ー
海
の
環
境
保
護
と
国
際
法
（
二
）
ー
ー
—

は
し
が
き

一
、
海
洋
環
境
保
全
に
関
す
る
カ
ナ
ダ
の
作
業
文
書

H

綜
合
的
ア
プ
ロ
ー
チ
の
基
本

口
海
洋
法
会
議
に
よ
る
審
議
の
た
め
の
条
約
条
項
草
案
の
た
め
の
基
本
原
則

二
、
綜
合
的
海
洋
汚
染
条
約
の
た
め
の
カ
ナ
ダ
の
暫
定
草
案
(
-
九
七
三
年
三
月
）

海
の
環
境
保
護
に
関
し
て
は
、

い
わ
ば
海
洋
大
国
が
よ
っ
て
立
つ

I
M
C
o
的
ア
。
フ
ロ
ー
チ
と
、
カ
ナ
ダ
が
特
に
主
唱
す
る
国
連
人

間
環
境
会
議
が
生
み
出
し
た
人
間
環
境
宣
言
を
土
台
に
し
た
い
わ
ば
人
間
環
境
会
議
的
ア
。
フ
ロ
ー
チ
が
あ
る
と
言
え
よ
う
。

I
M
C
o
(
1
)
 

側
の
ア
。
フ
ロ
ー
チ
を
垣
間
見
る
た
め
私
は
一
九
五
四
年
の
海
水
油
濁
防
止
条
約
と
一
九
六
九
年
の
介
入
権
条
約
を
簡
単
に
検
討
し
た
。

ま
た

I
M
C
O
が
今
秋
に
予
定
し
て
い
る
海
洋
汚
染
国
際
会
議
に
提
出
す
る
条
約
案
も
本
年
二
月
十
二
日
1

三
月
二
日
に
開
催
さ
れ
た

芹

田

健

太

郎

海
洋
環
境
保
全
に
関
す
る
カ
ナ
ダ
案
に
つ
い
て
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(
2
)
 

準
備
会
議
に
よ
っ
て
最
終
草
案
が
成
立
し
た
が
、

(
8
)
 

こ
れ
に
つ
い
て
は
別
の
機
会
に
紹
介
す
る
予
定
で
あ
る
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
、
人
間

環
境
会
議
的
ア
プ
ロ
ー
チ
を
代
表
す
る
カ
ナ
ダ
の
主
張
を
詳
細
に
見
て
行
き
た
い
と
思
う
。

(
1
)拙
稿
「
油
に
よ
る
海
洋
汚
染
の
防
止
と
国
際
法
ー
海
の
環
境
保
護
と
国
際
法
」
（
本
学
紀
要
・
文
科
論
集
•
第
二
十
一
号
）

(
2
)
R
e
p
o
r
t
 o
f
 the 
P
r
e
p
a
r
a
t
o
r
y
 
M
e
e
t
i
n
g
 to 
the 
M
a
r
i
t
i
m
e
 Safety C
o
m
m
i
t
t
e
e
 D
r
a
f
t
 text 
o
f
 a
n
 
International 
C
o
n
v
e
n
t
i
o
n
 

f
o
r
t
h
e
p
r
e
0
eミ
tion
o
f
 Pollution f
r
o
m
 S
h
守
9

は

9
7
3
(
I
M
C
O

P
C
M
P
 
/
8
/
3
 
7
 
M
a
r
c
h
 (
1
9
7
3
)
 

(
3
)
拙
稿
「
一
九
七
三
年
I
M
C
0
海
洋
汚
染
防
止
条
約
案
」
（
海
事
産
業
研
究
所
報
Z
0
8
6
,

1
9
7
3
.
 
8
)
 

一
九
六
八
年
十
二
月
一
9
1

十
一
日
の
総
会
決
議
二
四
六
七

A
(
x
x日
）
に
よ
っ
て
、
三
十
五
国
か
ら
な

る
ア
ド
・
ホ
ッ
ク
委
員
会
か
ら
四
十
二
国
か
ら
な
る
常
設
委
員
会
へ
と
改
組
さ
れ
て
成
立
し
、

議
二
七
五

O
C
(
X
X
V
)
に
よ
っ
て
、
八
十
六
国
（
現
在
九
十
一
国
）
か
ら
構
成
さ
れ
る
も
の
と
さ
れ
た
。
そ
こ
で
委
員
会
は
、

九
七
一
年
三
月
、
そ
れ
ま
で
の
法
律
小
委
員
会
、
経
済
・
技
術
小
委
員
会
に
か
え
て
、
三
つ
の
小
委
員
会
を
設
け
て
作
業
分
担
を
決
め

(
1
)
 

た
。
海
洋
環
境
の
保
全
、
海
洋
環
境
の
汚
染
の
除
去
・
防
止
等
の
問
題
は
、
第
三
小
委
員
会
が
扱
っ
て
い
る
。

さ
て
、

こ
こ
で
詳
細
に
検
討
す
る
カ
ナ
ダ
の
作
業
文
書
は
、
委
員
会
の
一
九
七
二
年
の
夏
会
期
（
七
月
一
七
日
—
八
月
一
八
日
）
に

(
2
)
 

第
三
小
委
員
会
に
対
し
て
提
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
な
お
、
第
三
小
委
員
会
は
、
会
期
中
の
七
月
二
八
日
海
洋
汚
染
に
関
す
る
作
業

部
会

(
a
w
o
r
k
i
n
g
 g
r
o
u
p
 o
n
 m
a
r
i
n
e
 p
o
l
l
u
t
i
o
n
)

の
設
置
を
決
め
た
。
こ
の
「
第
二
作
業
部
会
」

(
W
o
r
k
i
n
g
G
r
o
u
p
 2
)

の
目

的
は
、
海
洋
環
境
の
保
全
と
海
洋
汚
染
の
防
止
に
関
す
る
条
約
草
案
作
成
の
基
礎
と
な
る
テ
キ
ス
ト
を
作
成
す
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の

海
底
平
和
利
用
委
員
会
は
、

海
洋
環
境
保
全
に
関
す
る
カ
ナ
ダ
の
作
業
文
書

一
九
七

0
年
十
二
月
十
七
日
の
総
会
決
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(1) 

海
洋
環
境
保
全
に
関
す
る
カ
ナ
ダ
案
に
つ
い
て

（一）

海
洋
法
会
議
に
よ
る
審
議
の
た
め
の
条
約
条
項
草
案
の
た
め
の
基
本
的
原
則
、
四
、
陸
起
源
の
海
洋
汚
染
源

(
l
a
n
d
'
b
a
s
e
d

s
o
u
r
c
e
s
 

o
f
 
m
a
r
i
n
e
 p
o
l
l
u
t
i
o
n
)

に
関
す
る
新
た
な
措
置
、

き
」
と
「
あ
と
が
き
」
に
す
ぎ
な
い
。
こ
の
作
業
文
書
の
目
的
は
、
海
洋
汚
染
に
関
す
る
作
業
部
会
の
作
業
の
焦
点
を
合
わ
せ
る
こ
と

で
あ
り
、
海
洋
環
境
の
保
全
と
海
洋
汚
染
の
防
止
•
取
締
り
に
対
す
る
綜
合
的
ア
プ
ロ
ー
チ
の
一
般
的
な
輪
郭
を
与
え
る
こ
と
で
あ

り
、
そ
し
て
、
海
洋
法
会
議
に
よ
る
審
議
の
た
め
の
条
約
条
項
草
案
の
た
め
の
基
本
的
原
則
の
輪
郭
を
画
く
こ
と
で
あ
る
。
以
下
で
二

(
1
)
R
e
p
o
r
t
 o
f
 the 
C
o
m
m
i
t
t
e
e
 o
n
 the P
e
a
c
e
f
u
l
 U
s
e
s
 o
f
 the 
S
e
a
,
B
e
d
 a
n
d
 t
h
e
 O
c
e
a
n
 F
l
o
o
r
 b
e
y
oミ
d
the L
i
m
i
t
s
 o
f
 N
a
t
i
g
a
l
 

Jミ
risdiction,
G
A
O
R
:
 2
6
t
h
 
sess., 
S
u
p
p
l
 
N
o
.
 2
1
 
(
A
/
8
4
2
1
)
,
 
para. 
19・ 

(
2
)
T
h
e
 C
a
n
a
d
i
a
n
 w
o
r
k
i
n
g
 p
a
p
e
r
 o
n
 preservation o
f
 the 
m
a
r
i
n
e
 e
n
v
i
r
o
n
m
e
n
t
 in 
R
e
p
o
r
t
 o
f
 the C
o
m
m
i
t
t
e
e
 o
n
 the Peace, 

J
u
l
 Ures 
o
f
 the 
S
e
a
,
B
e
d
 a
n
d
 the 
O
c
e
a
n
 
F
l
o
o
r
 b
e
y
oミ
d
the L
宙
its
o
f
 Na
t
i
o
n
a
l
 Jurisdiction. 
G
A
O
R
"
2
7
t
h
 sess, 
S
u
p
p
l
.
 

N
o
.
 2
1
 
(
A
/
8
7
2
1
)
,
 
pp. 
2
1
3ー
236.

O
r
i
g
i
n
a
l
l
y
 issued 
as 
d
o
c
u
m
e
n
t
 A
/
 A
C
 13
8
/
S
C
.
 
III/L. 
26. 

(
3
)
I
b
i
d
.

A`
/
8
7
2
1
,
 
para. 
206. 

綜
合
的
ア
プ
ロ
ー
チ
の
基
本

綜
合
的
ア
プ
ロ
ー
チ
の
定
義

海
洋
環
境
の
保
全
に
対
す
る
綜
合
的
ア
。
フ
ロ
ー
チ
は
、
陸
起
源

(
l
a
n
d
-
b
a
s
e
d
)

で
あ
れ
海
起
源

(
m
a
r
i
n
e
-
b
a
s
e
d
)

と
三
を
詳
細
に
見
て
い
こ
う
。

カ
ナ
ダ
の
作
業
文
書
は
、

部
会
は
、

(
3
)
 

日
本
の
ほ
か
、
米
・
英
・
ソ
・
加
な
ど
三
十
三
国
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
。

一
、
目
的
、
二
、
綜
合
的
ア
プ
ロ
ー
チ
の
基
本
(
E
l
e
m
e
n
t
s
o
f
 a
 C
o
m
p
r
e
h
e
n
s
i
v
e
 A
p
p
r
o
a
c
h
)
、
三
、

に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、

ー
お
よ
び
四
は
、

で
あ
れ
、
す

単
な
る
「
は
し
が
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を
形
づ
く
る
べ
き
で
あ
る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

こ
う
し
た
綜
合
的
ア
。
フ
ロ
ー
チ
を
海
洋
法
会
議
に
よ
っ
て
実
施
す
る
と
し
て
も
、

り
扱
う
唯
一
の
条
約
文
書
を
作
成
す
る
こ
と
を
意
味
す
る
も
の
で
は
な
い
し
、
ま
た
、

と
を
意
味
す
る
も
の
で
も
な
い
。
不
可
欠
な
こ
と
は
、
個
別
特
殊
的
文
書
（
条
約
）
の
数
が
い
く
ら
で
あ
れ
、

止
の
た
め
技
術
指
向
的
な

(technically'oriented)

標
準
・
措
置
を
作
成
す
る
に
際
し
て
重
要
な
役
割
を
持
っ
て
い
な
い
と
い
う
こ

、
、
、
、
、
、

そ
れ
ら
が
一
緒
に
な
っ
て

首
尾
一
貫
し
た
統
一
的
な
す
べ
て
を
包
括
し
た
条
約
シ
ス
テ
ム

海
洋
法
会
議
は
、
基
本
的
原
則
の
形
で
―
つ
の
「
親
条
約
」
ま
た
は
「
傘
条
約
」

(
a
；̂

m
a
s
t
e
r
"
o
r
 "
u
m
b
r
e
l
l
a
"
 
treaty)

を

か
な
め

作
成
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
こ
う
し
た
シ
ス
テ
ム
の
た
め
の
要
石
を
置
く
こ
と
が
で
き
よ
う
。
こ
の
基
本
的
法
原
則
は
、

(2) 
べ
て
の
海
洋
汚
染
源
に
向
っ
て
協
同
し
て
立
ち
向
う
こ
と

(
a
c
o
n
c
e
r
t
e
d
 a
t
t
a
c
k
)

を
意
味
し
、
次
の
こ
と
を
要
求
す
る
。

ー
広
範
な
国
内
的
・
国
際
的
措
置
で
、

経
済
的
、
法
的
そ
の
他
の
要
件
を
考
慮
に
入
れ
た
学
際
的

(interdisciplinary)

—
海
洋
環
境
の
不
可
分
性
と
全
体
と
し
て
の
生
物
界

(
t
h
ebi
o
s
p
h
e
r
e
)
と
そ
れ
と
の
関
連
性
と
を
考
慮
に
入
れ
た
こ
う
し
た
国
内

上
述
の
措
置
の
実
効
的
実
施
を
確
保
す
る
た
め
国
内
機
関
・
国
際
機
関
の
間
に
任
務
を
割
り
当
て
、
調
整
す
る
こ
と
。

綜
合
的
ア
プ
ロ
ー
チ
の
適
用

的
・
国
際
的
措
置
の
調
和
化

そ
れ
ぞ
れ
が
解
決
す
べ
き
問
題
に
対
し
て
適
切
で
あ
り
、

か
つ
す
べ
て
の
関
連
す
る
科
学
的
、

ア
プ
ロ
ー
チ
に
基
づ
く
措
置

そ
れ
は
必
ず
し
も
海
洋
汚
染
の
す
べ
て
の
面
を
取

I
M
C
0
の
よ
う
な
専
門
機
関
が
海
洋
汚
染
防

(
a
 
c
o
h
e
r
e
n
t
,
 
u
n
i
f
o
r
m
 
a
n
d
 a
l
l
,
e
m
b
r
a
c
i
n
g
 
treaty 
s
y
s
t
e
m
)
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海
洋
環
境
保
全
に
関
す
る
カ
ナ
ダ
案
に
つ
い
て

こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

綜
合
的
ア
。
フ
ロ
ー
チ
は
必
然
的
に
陸
起
源
の
海
洋
汚
染
源
を
取
り
扱
う
措
置
（
特
に
大
気
を
経
由
し
て
海
に
入
る
経
路
を
認
定
す
る

も
の
）
を
含
む
の
で
あ
る
が
、
必
ら
ず
し
も
海
底
平
和
利
用
委
員
会
と
海
洋
法
会
議
は
こ
う
し
た
措
置
を
作
成
す
る
た
め
の
最
上
の

フ
ォ
ー
1
7

ム

討
議
場
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
。
海
洋
法
は
、
海
で
の
活
動
と
こ
の
活
動
に
関
す
る
国
家
間
の
関
係
と
を
規
律
す
る
も
の
で
あ
る
。
陸

に
基
礎
を
も
つ
活
動
の
規
整
は
、

た
と
え
こ
れ
ら
の
活
動
が
海
洋
環
境
に
重
要
な
イ
ン
。
ハ
ク
ト
を
有
し
て
い
る
と
し
て
も
（
そ
し
て
事

実
こ
れ
は
今
ま
で
の
と
こ
ろ
最
も
重
要
な
海
洋
汚
染
源
を
代
表
し
て
い
る
が
）
、
別
種
の
、
特
に
管
理
権
に
関
す
る
問
題
を
引
き
起
す

そ
こ
で
、

カ
ナ
ダ
は
こ
の
点
で
は
あ
ま
り
積
極
的
で
は
な
く
、
陸
起
源
の
海
洋
汚
染
源
を
減
少
さ
せ
る
た
め
国
内
的
な
諸
措
置
を

③
綜
合
的
ア
。
フ
ロ
ー
チ
こ
陸
起
源
の
汚
染
源

—
海
洋
環
境
保
全
に
関
し
て
一
般
的
目
標
と
国
家
の
一
般
的
権
利
義
務
を
設
定
し
、

コ
ミ
ヅ
ト
メ
ン
ト

—
こ
れ
ら
の
一
般
的
目
標
を
達
成
す
る
意
図
を
も
つ
個
別
的
専
門
的
条
約
の
作
成
と
こ
れ
へ
の
加
入
と
に
対
す
る
一
般
的
約
束
を

ー
—
海
洋
環
境
保
全
の
た
め
の
国
内
的
・
国
際
的
措
置
を
一
層
発
展
さ
せ
る
こ
と
に
対
し
共
通
の
方
向
性
と
刺
激
を
与
え
、そ
し
て
こ

う
し
た
措
置
（
既
存
の
も
の
で
あ
れ
予
定
の
も
の
で
あ
れ
）
の
間
に
、
内
容
・
実
施
双
方
に
わ
た
っ
て
、
有
機
的
繋
が
り
を
設
け
、

—
こ
う
し
た
（
条
約
）
文
書
に
共
通
な
若
干
の
問
題
、

の
で
あ
る
。

確
認
し
、

た
と
え
ば
、
強
制
、
賠
償
、
等
の
た
め
の
統
一
規
則
を
定
め
る
、

よ
う
な
も
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④
綜
合
的
ア
。
フ
ロ
ー
チ
こ
碑
起
源
の
汚
染
源

体
化
さ
れ
る
。

し
か
し
な
が
ら
カ
ナ
ダ
は
次
の
点
を
指
摘
す
る
こ
と
は
忘
れ
な
い
。

調
和
さ
せ
る
こ
と
、
国
際
的
な
諸
措
置
を
発
展
さ
せ
る
こ
と
に
つ
い
て
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
は
、

れ
た
現
境
事
務
局
が
と
る
べ
き
で
あ
る
、

採
択
さ
れ
た
総
会
決
議
三

0
0
四

(
X
X
V
I
I
)
に
よ
っ
て
、
ケ
ニ
ャ
の
ナ
イ
ロ
ビ
に
置
か
れ
る
こ
と
が
決
定
し
た

(Press
Release 

G
A
/
4
7
1
9
 
1
9
 D
e
c
e
m
b
e
r
 1972, 
p. 
I
V
-
4
9
)
。
国
国
津
i

上

H
寺
眠
]
埠
悩

OO
の
＊
姦
叩
は
す
べ
て
北
米
・
西
欧
の
先
進
諸
国
に
置
か
れ
て
お

1
0
で
採
択
）
で
設
立
が
決
定
さ
れ
、

る
」
こ
と
等
を
主
要
な
任
務
と
す
る
環
境
理
事
会

(
G
o
v
e
r
n
i
n
g
C
o
u
n
c
i
l
 for E
n
v
i
r
o
n
m
e
n
t
a
l
 P
r
o
g
r
a
m
m
e
s
)
を
「
実
質
的

に
支
持
す
る
こ
と
」
等
が
そ
の
責
任
で
あ
る

(Press
Release G
A
/
4
7
1
9
,
 p
p
.
 
I
V
-
32--35)
。

海
洋
法
は
、
陸
起
源
の
海
洋
汚
染
源
の
規
整
の
た
め
直
接
的
重
大
な
含
意
を
も
つ
諸
原
則
を
置
く
こ
と
が
で
き
る
し
、
ま
た
そ
う
す

べ
き
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
諸
原
則
は
、

と
す
る
。

擬
境
事
務
局
は
、
同
じ
く
同
日
の
総
会
決
議
二
九
九
七

(
X
X
V
I
I
)
(
1
―
六
こ
3
~

「
環
境
分
野
で
の
国
際
的
調
整
を
促
進
し
、
適
切
な
場
合
に
は
こ
の
た
め
の
政
策
を
勧
告
す

た
と
え
ば
、
海
洋
環
境
を
保
全
す
る
義
務
と
海
洋
環
境
汚
染
防
止
措
置
を
と
る
義
務
で
あ
る
。

こ
の
カ
ナ
ダ
の
考
え
は
、
本
稿
の
二
で
み
る
カ
ナ
ダ
の
綜
合
的
海
洋
汚
染
条
約
条
項
草
案
第
一
条
、
第
二
条
の
提
唱
と
な
っ
て
具

り
、
こ
の
決
定
は
画
期
的
な
も
の
で
あ
る
。

尚
、
環
境
事
務
局

(the
e
n
v
i
r
o
n
m
e
n
t
 secretariat) 
ま、,＂＇ 

一
九
七
二
年
十
二
月
十
五
日
満
場
一
致
(
―
二
八
こ
3
こ
〇
）
で

ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
会
議
で
決
め
ら
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(1) 

海
洋
環
境
保
全
に
関
す
る
カ
ナ
ダ
案
に
つ
い
て

一
九
五
八
年
の
公
海
条
約

A

過
去
に
何
が
な
さ
れ
た
か

何
が
な
さ
れ
る
べ
き
か
、
に
つ
い
て
簡
単
に
素
描
す
る
。

主
要
な
海
起
源
の
海
洋
汚
染
源
は
、
事
故
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
と
故
意
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
と
、
船
舶
、
固
定
海
洋
施
設
、
お

よ
び
海
底
の
鉱
物
資
源
の
開
発
と
そ
の
他
の
海
底
の
利
用
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
広
範
な
カ
テ
ゴ
リ
ー
は
更
に
細
分
す
る
こ
と
が
で
き
る

が
、
し
か
し
海
洋
法
会
議
が
種
々
の
専
門
機
関
と
相
携
え
て
取
り
か
か
る
べ
き
不
可
欠
な
海
洋
汚
染
問
題
を
言
い
表
わ
し
て
い
る
。
種

々
の
国
の
国
内
立
法
が
そ
う
し
て
い
る
よ
う
に
直
接
ま
た
は
間
接
に
こ
れ
ら
の
問
題
の
種
々
の
面
を
取
り
扱
う
数
多
く
の
国
際
条
約
ー

多
辺
的
、
地
域
的
、
二
辺
的
条
約
ー
が
存
在
し
て
い
る
。
こ
の
カ
ナ
ダ
の
文
書
で
は
、
国
内
的
措
置
や
二
辺
的
・
地
域
的
取
極
め
を
包

括
的
に
取
扱
う
の
で
は
な
く
、

よ
り
広
い
多
辺
的
取
極
め
に
中
心
を
置
い
て
い
る
。
こ
の
広
い
範
囲
の
措
置
と
の
関
係
で
生
じ
た
最
も

措
置
を
規
定
す
る

(
p
r
e
s
c
r
i
b
e
)

管
轄
権
を
も
つ
権
力

(
t
h
e
j
u
r
i
s
d
i
c
t
i
o
n
a
l
 
a
u
t
h
o
r
i
t
y
)

と
そ
の
措
置
を
強

制
す
る
管
轄
権
を
も
つ
権
力
と
関
連
し
て
い
た
。
こ
の
カ
ナ
ダ
の
文
書
は
、
最
近
の
潮
流
と
発
展
を
考
慮
に
入
れ
て
こ
れ
ら
の
基
礎
的

問
題
点
に
新
し
い
ア
プ
ロ
ー
チ
を
す
る
も
の
で
あ
り
、

り
も
む
し
ろ
、

こ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
は
、
旧
式
の
相
互
排
他
的
カ
テ
ゴ
リ
ー
を
維
持
す
る
こ
と
よ

相
互
に
合
意
し
た
原
則
を
基
礎
に
す
る
権
力
の
共
有

(
a
s
h
a
r
i
n
g
 o
f
 a
u
t
h
o
r
i
t
y
)

を
強
調
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

沿
岸
国
管
轄
権
と
旗
国
管
轄
権
間
の
古
い
争
い
を
解
決
す
る
こ
と
を
目
指
す
も
の
で
あ
る
。

こ
う
し
て
問
題
点
を
端
的
に
指
摘
す
る
カ
ナ
ダ
は
、
過
去
に
何
が
な
さ
れ
た
か
、
現
在
何
が
な
さ
れ
つ
つ
あ
る
か
、

困
難
な
問
題
点
は
、

そ
し
て
将
来
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た
条
項
も
な
い
。

こ
の
条
約
で
海
洋
汚
染
問
題
に
関
係
す
る
の
は
第
二
四
条
と
第
二
五
条
で
あ
る
。

第
二
四
条
「
す
べ
の
国
は
、
海
水
の
汚
濁
の
防
止
に
関
す
る
現
行
の
条
約
の
規
定
を
考
慮
に
入
れ
て
、
船
舶
若
し
く
は
。
ハ
イ
プ
ラ

イ
ン
か
ら
の
油
の
排
出
又
は
海
底
及
び
そ
の
下
の
開
発
及
び
探
査
に
よ
り
生
ず
る
海
水
の
汚
濁
の
防
止
の
た
め
の
規
則
を
作
成
す
る

も
の
と
す
る
。
」

第
二
五
条
「

1

す
べ
て
の
国
は
、
権
限
の
あ
る
国
際
機
関
が
作
成
す
る
基
準
及
び
規
則
を
考
慮
に
入
れ
て
、
放
射
性
廃
棄
物
の

す
べ
て
の
国
は
、
放
射
性
物
質
そ
の
他
の
有
害
な
物
質
の
使
用
を
伴
う
活
動
に
よ
り
生
ず
る
海
水
又
は
そ
の
上
空
の
汚
染
を
防

止
す
る
た
め
の
措
置
を
執
る
に
あ
た
り
、
権
限
の
あ
る
国
際
機
関
と
協
力
す
る
も
の
と
す
る
。
」

つ
い
て
、
拙
稿
「
油
に
よ
る
海
洋
汚
染
の
防
止
と
国
際
法
」
本
学
紀
要
・
文
科
論
集
•
第
二
十
一
号
参
照
）
を
念
頭
に
置
い
て
作
成
さ
れ
た
も
の

で
あ
る
が
、

こ
の
条
約
へ
の
加
入
義
務
と
か
類
似
の
規
則
の
立
法
化
義
務
と
か
い
う
も
の
を
設
け
て
い
る
も
の
で
は
な
い
。
カ
ナ
ダ

こ
れ
ら
二
つ
の
条
項
は
、
油
の
排
出
、
海
底
の
開
発
、
お
よ
び
放
射
性
廃
棄
物
の
投
棄
に
よ
る
海
の
汚
染
に
関
し
て
国
家
の
義
務
を

一
般
的
に
定
め
て
い
る
と
い
う
点
で
有
益
な
始
ま
り

(a
useful 
b
e
g
i
n
n
i
n
g
)

を
提
供
す
る
も
の
で
あ
る
。

た
だ
し
、

こ
れ
ら
の
義

務
遂
行
の
た
め
の
い
か
な
る
詳
細
な
又
は
特
別
の
規
定
も
設
け
て
い
な
い
。
ま
た
強
制
管
轄
権
や
賠
償
と
い
っ
た
問
題
を
扱
お
う
と
し

は
次
の
よ
う
に
評
価
す
る
。

2
 第

二
四
条
は
言
う
ま
で
も
な
く
、

一
九
五
四
年
の

I
M
C
0
の
「
油
に
よ
る
海
洋
汚
染
防
止
の
た
め
の
国
際
条
約
」

廃
棄
に
よ
る
海
水
の
汚
濁
を
防
止
す
る
た
め
の
措
置
を
執
る
も
の
と
す
る
。

（
こ
の
条
約
に
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(4) (3) (2) 

海
洋
環
境
保
全
に
関
す
る
カ
ナ
ダ
案
に
つ
い
て

一
九
五
七
年
の
航
海
船
舶
の
所
有
者
の
責
任
の
制
限
に
関
す
る
国
際
条
約

カ
ナ
ダ
の
目
か
ら
す
れ
ば
、

一
九
五
八
年
の
大
陸
棚
条
約
こ
う
し
た
問
題
こ
そ
中
心
的
な
解
決
さ
る
べ
き
問
題
点
な
の
で
あ
る
。

第
五
条
七
項
「
沿
岸
国
は
、
安
全
地
帯
に
お
い
て
、
海
洋
生
物
資
源
を
有
害
物
か
ら
保
護
す
る
た
め
に
す
べ
て
の
適
当
な
措
置
を

執
る
義
務
を
有
す
る
」
。

こ
の
条
項
は
、
重
要
な
原
則
を
述
べ
て
い
る
が
、
大
陸
棚
を
開
発
す
る
目
的
で
設
け
ら
れ
た
安
全
地
帯
内
で
執
ら
れ
る
措
置
に
限
定

さ
れ
て
い
る
点
、
生
物
資
源
に
の
み
言
及
さ
れ
て
い
る
点
、
お
よ
び
、
沿
岸
国
の
義
務
の
実
施
の
た
め
の
規
定
を
全
く
含
ん
で
い
な
い

点
で
、
不
完
全
で
あ
る
。
ま
た
公
海
条
約
の
よ
う
に
、
他
の
国
家
ま
た
は
国
民
に
対
し
て
な
さ
れ
た
損
害
の
賠
償
の
問
題
を
取
り
扱
っ

て
い
な
い
。
ま
た
大
陸
棚
の
み
を
扱
っ
て
い
て
、
国
家
の
管
轄
権
の
限
界
を
越
え
た
海
底
の
開
発
か
ら
生
じ
る
汚
染
を
扱
っ
て
い
な
い
。

一
九
五
四
年
の
油
に
よ
る
海
洋
汚
染
防
止
の
た
め
の
国
際
条
約
(
-
九
六
二
年
と
一
九
六
九
年
に
改
正
）

こ
の
条
約
は
、
油
お
よ
び
油
性
混
合
物
の
排
出
を
一
定
の
条
件
下
で
禁
止
し
て
い
る
も
の
で
あ
り
、

そ
の
詳
細
に
つ
い
て
は
既
に

検
討
し
た
（
前
掲
拙
稿
参
照
）
。
こ
の
条
約
に
よ
っ
て
油
の
排
出
を
完
全
に
除
去
す
る
に
至
っ
て
い
な
い
こ
と
も
既
に
指
摘
し
た
と
こ

ろ
で
あ
る
。
ま
た
こ
の
条
約
は
犯
罪
の
処
罰
は
旗
国
の
排
他
的
管
轄
権
に
任
せ
て
お
り
、

る
規
定
は
な
い
。
こ
れ
ら
の
点
は
い
ず
れ
も
カ
ナ
ダ
の
指
摘
す
る
と
こ
ろ
で
も
あ
る
。

こ
う
む
っ
た
損
害
に
対
す
る
賠
償
に
関
す

こ
の
条
約
は
、
船
主
側
に
現
実
の
過
失
ま
た
は
関
知
が
な
い
場
合
に
、
自
己
の
船
舶
が
引
き
起
し
た
損
害
に
対
す
る
船
主
の
責
任
を

最
大
限
約
七

0
0万
ド
ル
ま
で
に
制
限
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
船
主
責
任
制
限
条
約
は
、
国
家
責
任
の
問
題
は
扱
っ
て
お
ら
ず
、
ま
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(7) た
特
に
汚
染
損
害
を
扱
う
こ
と
を
意
図
し
た
も
の
で
も
な
い
。
（
詳
細
に
つ
い
て
、
小
町
谷
操
三
「
航
海
船
の
所
有
者
の
責
任
の
制
限
に
関
す
る

国
際
条
約
の
研
究
」
法
学
新
報
第
六
五
巻
六
号
四
七
二
頁
お
よ
び
七
号
五
四
七
頁
以
下
参
照
。
ほ
か
に
海
法
会
誌
復
刊
六
号
―
二
七
頁
以
下
お
よ
び
復
刊

七
号
二
五
頁
以
下
）

こ
の
条
約
は
原
子
力
船
運
航
者
の
厳
格
責
任
制
度
（
第
二
条
）
を
定
め
た
も
の
で
、
責
任
限
度
額
を
一
億
ド
ル
と
し
た
（
第
三
条
）
。

こ
の
条
約
は
、
第
十
七
条
で
原
子
力
船
が
自
国
水
域
お
よ
び
港
湾
に
入
る
こ
と
を
拒
否
す
る
沿
岸
国
の
権
利
を
暗
黙
に
認
め
て
い
る

が
、
防
止
措
置
に
関
す
る
規
定
は
な
い
。
（
詳
し
く
は
、
星
野
英
一
「
原
子
力
船
の
運
航
者
の
責
任
に
関
す
る
条
約
に
つ
い
て
」
海
法
会
誌
復
刊

-
0号
四
五
頁
以
下
お
よ
び
「
原
子
力
損
害
賠
償
に
関
す
る
二
つ
の
条
約
案
（
一
）
（
二
完
）
」
法
学
協
会
雑
誌
七
九
巻
一
号
三
八
頁
、
三
号
七
九
頁
以
下

参
照
。
ほ
か
に
海
法
会
誌
復
刊
八
号
八
八
頁
以
下
、
同
復
刊
九
号
―
ニ
ー
頁
以
下
）
。

一
九
六
三
年
の
大
気
圏
内
、
宇
宙
空
間
お
よ
び
水
中
に
お
け
る
核
兵
器
実
験
を
禁
止
す
る
条
約
（
部
分
的
核
実
験
禁
止
条
約
）

こ
の
条
約
は
、
軍
縮
と
い
う
観
点
か
ら
検
討
さ
れ
る
の
が
当
然
な
が
ら
多
い
の
で
あ
る
が
、
環
境
の
保
護
と
い
う
点
で
も
重
要
な

条
約
と
言
え
る
。
第
一
条
第
一
項
b
号
は
「
そ
の
よ
う
な
爆
発
が
そ
の
管
轄
又
は
管
理
の
下
で
そ
の
爆
発
が
行
な
わ
れ
る
国
の
領
域

外
に
お
い
て
放
射
性
残
琉
が
存
在
す
る
と
い
う
結
果
を
も
た
ら
す
と
き
は
」
い
か
な
る
環
境
で
も
爆
発
の
実
施
を
禁
止
し
て
い
る
。

自
国
沿
岸
ま
た
は
関
係
利
益
を
保
護
す
る
た
め
の
措
置
を
公
海
上
で
執
り
得
る
沿
岸
国
の
権
利
を
定
め
た
も
の
で
あ
り
、
基
本
的
に

は
「
防
止
措
置
と
い
う
よ
り
救
済
措
置
」
つ
ま
り
「
事
故
防
止
の
た
め
に
執
る
べ
き
行
動
よ
り
も
事
故
後
に
執
り
得
る
行
動
」
に
カ

(6) (5) 

一
九
六
九
年
の
油
濁
事
故
の
際
の
公
海
上
に
お
け
る
介
入
権
に
関
す
る
国
際
条
約

こ
の
条
約
は
、
大
規
模
な
有
害
な
結
果
を
も
た
ら
す
も
の
と
合
理
的
に
予
測
さ
れ
る
海
難
に
よ
っ
て
引
き
起
こ
さ
れ
る
油
濁
か
ら

一
九
六
二
年
の
原
子
力
船
運
航
者
の
責
任
に
関
す
る
条
約
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(9) (8) 

海
洋
環
境
保
全
に
関
す
る
カ
ナ
ダ
案
に
つ
い
て

こ
の
基
金
条
約
は
、

一
九
七
一
年
の
油
濁
損
害
賠
償
の
た
め
の
国
際
基
金
設
立
に
関
す
る
国
際
条
約

点
が
置
か
れ
て
い
る
（
詳
し
く
は
、
前
掲
拙
稿
「
油
に
よ
る
海
洋
汚
染
の
防
止
と
国
際
法
参
照
）
。

こ
の
条
約
は
、
海
上
に
お
け
る
事
故
後
油
が
流
出
し
、
締
約
国
の
領
土
ま
た
は
領
水
に
損
害
を
与
え
た
石
油
タ
ン
カ
ー
の
所
有
者

に
厳
格
責
任
を
課
し
た
も
の
で
あ
る
。
た
だ
し
領
海
外
の
い
わ
ゆ
る
「
経
済
水
域
」

(̂
'economic

z
o
n
e
"
)
 

そ
の
他
の
沿
岸
利
益
に
対
す
る
損
害
賠
償
の
規
定
は
な
い
。
し
か
し
、

場
合
に
の
み
限
定
さ
れ
て
い
る
上
、
国
家
責
任
の
問
題
を
扱
っ
て
お
ら
ず
、
ま
た
汚
染
請
求
を
満
足
さ
せ
る
に
は
手
続
的
困
難
を
取

り
除
い
て
い
る
も
の
で
も
な
い
（
詳
し
く
は
、

号
参
照
）
。

く
り
出
す
の
は
、

谷
川
久
「
油
濁
損
害
に
対
す
る
民
事
責
任
に
関
す
る
国
際
条
約
に
つ
い
て
」
海
法
会
誌
復
刊
一
五

一
九
六
九
年
の
介
入
権
条
約
、
民
事
責
任
条
約
と
、

約
に
よ
っ
て
課
さ
れ
た
「
追
加
的
財
政
負
担
」
か
ら
船
主
を
救
い
、
油
濁
犠
牲
者
に
は
追
加
的
賠
償
を
提
供
す
る
。
こ
の
条
約
が
つ

タ
ン
カ
ー
に
よ
る
損
害
の
た
め
の
特
別
賠
償
制
度
で
あ
る
が
、

不
完
全
な
も
の
で
あ
る
と
指
摘
す
る
。
基
金
条
約
は
、
海
難
と
関
連
し
な
い
故
意
の
油
の
排
出
に
よ
る
損
害
賠
償
を
規
定
し
て
お
ら

ず
、
軍
艦
そ
の
他
の
非
商
業
役
務
に
つ
い
て
い
る
政
府
が
運
航
す
る
船
舶
か
ら
流
出
す
る
油
か
ら
ま
た
は
戦
争
行
為
か
ら
生
じ
る
損

害
賠
償
を
排
除
し
て
い
る
点
。
ま
た
こ
の
条
約
は
、
領
海
外
の
「
経
済
水
域
」
の
沿
岸
資
源
そ
の
他
の
沿
岸
利
益
に
対
す
る
汚
染
損

害
賠
償
を
規
定
し
て
い
な
い
（
尚
、
ジ
ュ
リ
ス
ト
四
九
九
号
〔
一
九
七
ニ
・
ニ
・
一
五
〕
六
三
ー
六
五
頁
参
照
）
。

一
九
六
九
年
の
油
濁
損
害
に
対
す
る
民
事
責
任
に
関
す
る
国
際
条
約

に
お
け
る
沿
岸
資
源

こ
の
条
約
は
、
油
濁
事
故
と
い
う
海
洋
汚
染
損
害
の
―
つ
の

い
わ
ば
セ
ッ
ト
を
な
し
て
い
る
も
の
で
、
民
事
責
任
条

カ
ナ
ダ
は
こ
の
意
味
に
お
い
て
さ
え
も
次
の
点
で



(a) 

（略）

防
止
、
、
、

原
則
13

(b) {a) 
(1) 

-12-

[O) 

一
九
七
二
年
の
船
舶
お
よ
び
航
空
機
か
ら
の
投
棄
に
よ
る
海
洋
汚
染
防
止
の
た
め
の
オ
ス
ロ
条
約

こ
の
オ
ス
ロ
条
約
は
、
若
干
の
高
度
に
有
毒
な
物
質
の
投
棄
を
絶
対
的
に
禁
止
し
、
北
海
お
よ
び
北
大
西
洋
地
域
で
の
そ
の
他
の

①
 

国
家
の
管
轄
権
の
限
界
を
越
え
る
海
底
及
び
そ
の
下
を
律
す
る
原
則
の
宣
言
（
国
連
総
会
決
議
二
七
四
九

(
X
X
V
)
)

こ
の
宣
言
の
う
ち
、
原
則
11
と
13
圃
が
深
海
海
底
資
源
開
発
活
動
か
ら
生
れ
る
汚
染
の
問
題
を
扱
っ
て
い
る
。

原
則
11
、
こ
の
区
域
（
国
家
の
管
轄
権
の
限
界
を
越
え
る
海
底
及
び
そ
の
下
、
筆
者
）
で
の
活
動
に
関
し
、

際
制
度
に
従
っ
て
行
動
す
る
に
あ
た
り
、
国
は
、
特
に
、
次
の
目
的
の
た
め
に
適
当
な
措
置
を
講
じ
、

め
の
国
際
的
な
規
則
、
基
準
及
び
手
続
の
採
択
と
実
施
に
つ
い
て
協
力
す
る
も
の
と
す
る
。

沿
岸
を
含
む
海
洋
環
境
に
対
す
る
汚
染
、
汚
濁
及
び
そ
の
他
の
危
害

(la

pollution, 
la 
c
o
n
t
a
m
i
n
a
t
i
o
n
 et 
les 
autres 

risques)

の
防
止
並
び
に
海
洋
環
境
の
生
態
学
的
均
衡
へ
の
干
渉
の
防
止

こ
の
宣
言
の
い
ず
れ
の
規
定
も
、
次
の
こ
と
に
影
響
を
与
え
る
も
の
で
は
な
い
。

B

現
在
何
が
な
さ
れ
つ
つ
あ
る
か

物
資
の
投
棄
を
規
制
し
て
い
る
。

か
つ
、
将
来
設
立
さ
れ
る
国

か
つ
、

こ
れ
ら
の
目
的
の
た

こ
の
区
域
の
天
然
資
源
の
保
護
及
び
保
存
並
び
に
海
洋
環
境
の
植
物
群
及
び
動
物
群
に
対
す
る
危
害

(les

d
o
m
m
a
g
e
s
)

の
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海
洋
環
境
保
全
に
関
す
る
カ
ナ
ダ
案
に
つ
い
て

③
海
洋
環
境
に
関
す
る
目
標
の
声
明

の
は
、
原
則
七
（
国
家
の
海
洋
汚
染
防
止
義
務
）
、
原
則

(2) 

ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
宣
言
は
、

①
 

（
自
国
の
管
轄
又
は
支
配
下
の
活
動
が
他
国
の
環
境
又
は
国
家
の
管
轄

こ
の
区
域
で
行
な
わ
れ
た
活
動
の
結
果
生
ず
る
汚
染
若
し
く
は
汚
染
の
脅
威
又
は
当
該
活
動
に
起
因
す
る
そ
の
他
の
危
険
な
事

態
が
自
国
の
沿
岸
又
は
関
連
利
益
に
重
大
か
つ
急
迫
な
危
険
を
及
ぼ
す
場
合
に
、
将
来
設
立
さ
れ
る
国
際
制
度
に
従
っ
て
、

危
険
を
防
止
し
、
緩
和
し
若
し
く
は
排
除
す
る
た
め
に
措
置
を
講
ず
る
沿
岸
国
の
権
利
。

(b) 

海
の
同
化
・
再

テ
キ
ス
ト
は
、

A
s
s
e
m
b
l
e
e
G
e
n
e
r
a
l
e
 D
o
c
u
m
e
n
t
s
 Officiels :
 
2
5
e
 
sess, 
S
u
p
p
l
e
m
e
n
t
 N
o
.
 2
8

こ
の
原
則
宣
言
に
つ
い
て
、
詳
し

く
は
、
高
林
秀
雄
「
深
海
海
底
を
律
す
る
原
則
宣
言
の
意
義
」
竜
谷
法
学
第
四
巻
第
二
号
参
照
。
尚
翻
訳
は
、
高
林
教
授
の
も
の
を
原
則
と
し

て
用
い
た
。

国
連
人
間
環
境
会
議
宣
言

国
際
環
境
法

(
i
n
t
e
r
n
a
t
i
m
a
l
e
n
v
i
r
o
n
m
e
n
t
a
l
 l
a
w
)

の
将
来
の
発
展
の
た
め
の
基
礎
を
置
く
と
考

え
ら
れ
る
原
則
の
声
明
、
広
く
受
け
入
れ
ら
れ
た
声
明
を
示
し
て
い
る
。
こ
の
宣
言
の
諸
原
則
で
海
洋
汚
染
に
特
別
の
関
連
を
も
つ
も

を
越
え
た
地
域
の
環
境
に
損
害
を
与
え
な
い
よ
う
確
保
す
る
各
国
の
責
任
）
お
よ
び
原
則
二
二
「
汚
染
そ
の
他
の
環
境
損
害
の
犠
牲
者

に
対
す
る
責
任
及
び
補
償
に
関
す
る
国
際
法
を
さ
ら
に
発
展
さ
せ
る
た
め
の
各
国
の
協
力
義
務
）
で
あ
る
。

こ
の
声
明
（
海
洋
汚
染
に
関
す
る
政
府
間
作
業
部
会
I
w
G
M
P
の
オ
タ
ワ
会
期
で
作
成
さ
れ
、
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
会
議
で
支
持

マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト

さ
れ
た
）
は
、
沿
岸
地
域
資
源
の
管
理
に
関
す
る
沿
岸
国
の
特
殊
利
益

(
t
h
e
p
a
r
t
i
c
u
l
a
r
 
interests)

を
承
認
し
、

生
能
力
に
は
限
界
が
あ
る
こ
と
を
承
認
し
、

そ
し
て
、
海
洋
環
境
、
海
洋
資
源
お
よ
び
海
洋
汚
染
防
止
に
対
し
て
管
理
概
念

(
m
a
n
a
,
 

こ
の
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る。 ⑤
沿
岸
国
の
権
利
に
関
す
る
権
利

g
e
m
e
n
t
 c
o
n
c
e
p
t
s
)

を
適
用
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
い
う
必
然
的
結
論
を
述
べ
て
い
る
。

海
洋
汚
染
原
則

I
w
G
M
P
の
オ
タ
ワ
会
期
で
作
成
さ
れ
、

そ
し
て
こ
れ
ら
の
沿
岸
国
の
権
利
が
国

ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
会
議
が
支
持
し
た
海
洋
汚
染
に
関
す
る
二
十
三
の
原
則
は
、
陸
起
源

の
汚
染
源
を
含
む
海
洋
汚
染
問
題
の
す
べ
て
の
側
面
に
対
す
る
綜
合
的
か
つ
学
際
的
ア
プ
ロ
ー
チ
の
た
め
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
と
一
般
的

枠
組
を
提
供
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
国
内
的
・
国
際
的
措
置
双
方
を
通
じ
て
の
海
洋
環
境
保
全
に
対
す
る
、
管
理
概
念
適
用
へ
向
け
て

の
最
初
の
第
一
歩
を
表
わ
し
て
い
る
。
こ
の
点
で
あ
る
と
こ
ろ
ま
で
細
か
く
国
家
（
そ
し
て
殊
に
沿
岸
国
）
の
義
務
は
起
草
し
て
い
る

が
、
国
家
の
そ
れ
に
伴
な
う
権
利

(the
c
o
n
s
e
q
u
e
n
t
i
a
l
 
rights)

は
十
分
に
扱
っ
て
い
な
い
。

沿
岸
国
の
権
利
に
関
す
る
三
つ
の
原
則
（
カ
ナ
ダ
代
表
団
が
提
出
し
た
も
の
）
が

1
W
G
M
P
の
オ
タ
ワ
会
期
で
審
議
さ
れ
た
が
、

こ
の
作
業
部
会

(
I
w
G
M
P
)

意
し
、

付
託
し
た
。
こ
れ
ら
三
原
則
は
そ
れ
ぞ
れ
次
の
も
の
を
扱
っ
て
い
る
。
自
国
の
領
海
に
隣
接
す
る
海
域
に
お
い
て
特
別
環
境
保
全
権
力

(special 
e
n
v
i
r
o
n
m
e
n
t
a
l
 p
r
e
s
e
r
v
a
t
i
o
n
 
authority) 

wll"庄
g
ナ
ソ
る
泌
3

声
斤
国
国
の
臨
虫
利
、
白
口
己
の
環
境
保
護
権
力

(
e
n
v
i
r
o
n
m
e
n
t
a
l

protection 
authority)

下
に
あ
る
水
域
へ
の
船
舶
の
進
入
を
禁
止
す
る
沿
岸
国
の
権
利
、

際
的
に
合
意
さ
れ
た
規
則
お
よ
び
標
準
に
基
づ
い
て
、
か
つ
、
適
切
な
紛
争
解
決
手
続
を
条
件
と
し
て
行
使
さ
れ
る
べ
き
必
要
、

(4) 

に
よ
っ
て
支
持
も
、
拒
絶
も
さ
れ
な
か
っ
た
。
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
会
議
は
、

こ
の
三
つ
の
原
則
を
留

そ
し
て
情
報
用
と
し
て
一
九
七
三
年
の

I
M
C
0
会
議
に
、
ま
た
適
切
な
行
動
を
求
め
て
海
洋
法
会
議
に
、

こ
れ
ら
三
原
則
を

で
あ
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(7) (6) 

海
洋
環
境
保
全
に
関
す
る
カ
ナ
ダ
案
に
つ
い
て

R
 

さ
れ
て
い
る
（
条
約
第
十
三
条
参
照
）
。

海
洋
投
棄
条
約
お
よ
び
付
属
書
草
案

で
の
政
府
間
会
議
の
報
告
書
の
中
に
含
ま
れ
て
い
る
も
の
で
、

で
開
催
さ
れ
た
海
洋
投
棄
会
議
に
よ
っ
て
審
議
さ
れ
、
海
洋
投
棄
条
約
、
正
式
の
名
称
は
「
廃
棄
物
及
び
そ
の
他
の
物
質
の
投
棄
に

W
a
s
t
e
s
 a
n
d
 other 
M
a
t
t
e
r
)
 

よ
る
海
洋
汚
染
の
防
止
に
関
す
る
条
約
」

(
C
o
n
v
e
n
t
i
o
n

o
n
 
t
h
e
 
P
r
e
v
e
n
t
i
o
n
 
of 

R
 

と
し
て
採
択
さ
れ
た
。
全
文
二
十
ニ
カ
条
、
附
属
書
ー
、

点
は
い
わ
ゆ
る
管
轄
権
問
題
で
あ
っ
た
。
こ
の
問
題
は
、

条
約
の
簡
単
な
解
説
お
よ
び
仮
訳
に
つ
い
て
、
法
律
の
ひ
ろ
ば
第
二
六
巻
二
号
（
七
三
年
二
月
号
）
四
ー
一
四
頁
参
照
。

一
九
七
三
年
の

I
M
C
0
海
洋
汚
染
条
約
草
案

こ
の
草
案
は
昨
年
十
月
三
十
日
か
ら
十
一
月
十
三
日
ま
で
ロ
ン
ド
ン

II
、
皿
か
ら
な
る
。
会
議
の
最
大
の
争

し
か
し
、
結
局
の
と
こ
ろ
第
三
次
海
洋
法
会
議
の
決
定
待
ち
の
状
態
で
残

I
M
C
0
の
後
援
で
準
備
中
の
条
約
案
（
七
三
年
秋
に

I
M
C
O
が
招
集
予
定
の
会
議
で
審
議
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
）
は
、

油
そ
の
他
の
有
毒
物
質
に
よ
る
海
の
汚
染
の
完
全
な
除
去
と
事
故
に
よ
る
流
出
の
減
少
を
達
成
す
る
こ
と
を
意
図
し
た
も
の
で
あ
る
。

別
言
す
れ
ば
、
事
故
で
あ
れ
故
意
で
あ
れ
、
す
べ
て
の
形
態
の
船
舶
起
因
の
汚
染
の
防
止
を
規
定
し
よ
う
と
し
た
も
の
で
あ
る
。

I
M

C

0
が
海
底
平
和
利
用
委
員
会
に
提
出
し
た
報
告
書

(
A
l
A
C
.
 1
3
8
/
S
C
.
 
III/L. 
1
5
)

に
よ
れ
ば
、

「
条
約
草
案
は
、
船
舶
か
ら
の
海
洋
汚
染
防
止
の
す
べ
て
の
側
面
を
カ
バ
ー
す
る
条
項
（
海
岸
起
因
の
廃
棄
物

s
h
o
r
e
,
g
e
n
e
r
a
t
e
d

w
a
s
t
e
の
海
洋
投
棄
を
除
く
）
と
次
の
も
の
に
関
す
る
技
術
的
付
属
書
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
。

M
a
r
i
n
e
 
Pollution 
b
y
 D
u
m
p
i
n
g
 of 

こ
の
条
約
お
よ
び
付
属
書
草
案
は
、
昨
年
四
月
の
レ
イ
キ
ャ
ビ
ッ
ク

(
R
e
y
k
j
a
v
i
k
)

(
ア
イ
ス
ラ
ン
ド
）
、
同
五
月
の
ロ
ン
ド
ン
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提
出
さ
れ
た
文
書
の
中
に
反
映
さ
れ
て
い
る
。

(8) し
、
こ
の
点
で
実
効
的
な
沿
岸
国
の
権
利
を
規
定
し
て
い
な
い
。

こ
の

I
M
C
o
条
約
案
に
対
し
て
カ
ナ
ダ
は
次
の
よ
う
に
評
す
る
。

ー
ー
ー
船
舶
運
航
に
よ
る
汚
水

(
s
h
i
p
,
0
p
e
r
a
t
e
d

s
e
w
a
g
e
)
 

—
船
舶
内
生
活
に
よ
る
ご
み
等

(
s
h
i
p
,
g
e
n
e
r
a
t
e
d

g
a
r
b
a
g
e
)

に
よ
る
汚
染
の
防
止
、

現
在
の
形
の

I
M
C
0
条
約
案
は
、
海
底
活
動
か
ら
直
接
生
ず
る
汚
染
を
扱
っ
て
い
な
い
し
、

一
般
問
題
を
扱
っ
て
い
な
い
。
強
制
に
つ
い
て
は
、
現
在
の
草
案
は
、
伝
統
的
な
旗
国
管
轄
権

(
f
l
a
g
,
s
t
a
t
e
j
u
r
i
s
d
i
c
t
i
o
n
)

を
維
持

そ
の
他
の
発
展

海
洋
躁
境
保
全
の
た
め
に
含
蓄
を
も
っ
た
数
多
く
の
重
要
な
発
展
が
、
海
底
平
和
利
用
委
員
会
の
一
九
七
二
年
七
月
1

八
月
会
期
に

こ
う
し
た
文
書
と
し
て
カ
ナ
ダ
が
掲
げ
る
の
は
、
第
一
に
七
二
年
六
月
七
日
に
開
催
さ
れ
た
カ
リ
プ
海
諸
国
の
海
洋
問
題
専
門
会

ー
梱
ぽ
う
又
は
コ
ン
テ
ナ
ー
で
運
ば
れ
る
有
毒
物
質
に
よ
る
汚
染
防
止

—
ー
有
毒
物
質
を
運
ぶ
バ
ル
ク
船
の
設
計
、
構
造
お
よ
び
艤
装
に
関
す
る
汚
染
防
止

I
タ
ン
カ
ー
の
設
計
、
構
造
お
よ
び
艤
装
に
関
す
る
汚
染
防
止

—
船
舶
か
ら
排
出
さ
れ
る
油
以
外
の
液
体
バ
ル
ク

(
b
u
l
k
,
l
i
q
u
i
d
)

ま
た
は
乾
燥
有
毒
物
質
に
よ
る
汚
染
防
止
（
海
岸
起
因
の
廃

棄
物
の
海
へ
の
処
分
を
含
む
）

ー
船
舶
か
ら
排
出
さ
れ
る
油
に
よ
る
汚
染
防
止

に
よ
る
汚
染
の
防
止

で
あ
る
」

ま
た
国
家
責
任
や
損
害
賠
償
と
い
う
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海
洋
環
境
保
全
に
関
す
る
カ
ナ
ダ
案
に
つ
い
て

の
で
あ
り
、
カ
ナ
ダ
の
評
価
の
要
点
は
次
の
点
に
あ
る
。

こ
う
し
た
文
書
を
カ
ナ
ダ
は
次
の
よ
う
に
評
す
る
。

領
海
に
隣
接
す
る
地
域
に
お
け
る
一
種
の
反
汚
染
管
轄
権

(a

的
形
態
の
管
轄
権
の
主
張
の
主
要
海
洋
国
に
よ
る
黙
認
で
あ
る
。

f
o
r
m
 
o
f
 

議
の
外
相
会
議
が
承
認
し
た
サ
ン
ト
・
ド
ミ
ン
ゴ
宣
言

(
A
/
A
C
.
1
3
8
/
8
0
0
f
 2
6
 J
u
l
y
 1
9
7
2
)
 
(
6
6
 
A
J
I
L
 9
1
8
-
9
2
0
に
も
テ
キ

ス
ト
が
あ
る
）
。
第
二
に
、
七
二
年
六
月
二

0
日
ー
三

0
日
に
ヤ
ウ
ン
デ
で
開
催
さ
れ
た
ア
フ
リ
カ
諸
国
の
海
洋
地
域
セ
ミ
ナ
ー
の

一
般
報
告
の
結
論

(
A
/
A
C
1
3
8
/
7
9
0
f
 2
1
 J
u
l
y
 
1
9
7
2
)
、

そ
し
て
第
三
に
、

1
3
8
/
S
C
.
 
II/L. 
1
0
)

の
中
の
経
済
水
域

(
a
n
e
c
o
n
o
m
i
c
 z
o
n
e
)

の
提
案
、

ケ
ニ
ャ
の
七
二
年
八
月
七
日
付
の
文
書

(
A
/
A
C
.

で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
文
書
は
、
二
つ
の
要
素
に
基
づ
い
た
海
洋
法
の
問
題
に
つ
い
て
の
可
能
な
調
整
の
方
向
へ
向
う
傾
向
が
成
長
し
て
い
る
こ

と
を
反
映
す
る
も
の
で
あ
る
。

二
つ
の
要
素
。

一
方
で
は
、
比
較
的
狭
い
領
海
を
沿
岸
国
が
受
諾
し
、
領
海
を
越
え
た
と
こ
ろ
で
は
あ
る
形
の
限
定
的
で
特
殊
な
管

轄
権
で
、
完
全
な
主
権
と
は
区
別
さ
れ
、
完
全
な
主
権
に
は
至
ら
な
い
も
の
で
、

た
と
え
ば
自
国
の
管
轄
権
に
服
す
る
よ
り
広
い
地
域

の
通
行
の
自
由
と
上
空
飛
行
の
自
由
を
認
め
る
よ
う
な
も
の
だ
け
を
主
張
す
る
だ
ろ
う
し
、
他
方
で
は
、
問
題
の
沿
岸
国
に
よ
る
限
定

以
上
は
、
現
在
の
十
ニ
カ
イ
リ
領
海
を
暗
黙
の
了
解
と
す
る
諸
種
の
議
論
に
見
ら
れ
る
世
界
の
す
う
勢
を
カ
ナ
ダ
が
ま
と
め
た
も

環
境
管
理

(
e
n
v
i
r
o
n
m
e
n
t
a
l

m
a
n
a
g
e
m
e
n
t
)

と
鉱
物
•
生
物
資
源
の
管
理
と
の
間
に
は
密
接
な
相
互
関
連

(
i
n
t
e
r
r
e
l
a
t
i
o
n
,

s
h
i
p
)
が
あ
る
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
一
般
的
に
合
意
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
現
在
思
わ
れ
る
。
沿
岸
国
の
機
能
的
管
轄
権

(
f
u
n
c
t
i
o
n
a
l

jurisdiction)

は
す
で
に
、
多
く
の
国
に
関
す
る
限
り
、
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何
が
残
さ
れ
た
な
す
ぺ
き
こ
と
か

こ
れ
ら
に
つ
い
て
さ
え
も
強
制
に
関
す
る
管
轄
権

(
e
n
f
o
r
c
e
m
e
n
t

(
s
h
a
r
e
d
 o
r
 c
o
n
c
u
r
r
e
n
t
 jurisdiction)...IJ
い
う
つ
年
初
ー
し
い
刑
一
で
齊
i

土
0

か
え
る
こ
と
に
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
旗

国
も
沿
岸
国
も
、
国
際
的
に
合
意
さ
れ
た
標
準
・
手
続
を
基
礎
と
し
て
海
洋
環
境
保
護
の
た
め
の
責
任
を
果
し
得
る
で
あ
ろ
う
。

カ
ナ
ダ
の
北
極
海
汚
染
防
止
法
に
つ
い
て
は
、
小
田
滋
•
水
上
千
之
「
カ
ナ
ダ
の
汚
染
防
止
水
域
ー
一
九
七0
年
北
極
海
汚
染
防
止
法
ー
」
法

律
の
ひ
ろ
ば
第
二
六
巻
二
号
（
七
三
年
二
月
）
二
三
ー
三
二
頁
参
照
。
ま
た
英
国
の
立
法

Oil
in N
a
v
i
g
a
b
l
e
 W
a
t
e
r
s
 A
c
t
 
1971
に
つ
い

て
、
前
掲
拙
稿
参
照
。

海
洋
汚
染
防
止
に
関
し
て
過
去
に
何
が
な
さ
れ
た
か
に
つ
い
て
の
以
上
の
検
討
か
ら
次
の
こ
と
が
明
ら
か
に
な
る
。
す
な
わ
ち
、
現

存
の
国
際
条
約
は
、
全
部
一
緒
に
し
て
も
、
海
洋
環
境
保
全
に
対
す
る
綜
合
的
ア
プ
ロ
ー
チ
と
は
な
ら
な
い
。
こ
れ
ら
現
存
の
諸
条
約

は
、
ニ
ー
三
の
特
殊
な
型
の
海
洋
汚
染
の
み
を
扱
っ
て
お
り
、

③
 

c
 

め
の
よ
り
適
当
な
基
盤

(
t
h
e
m
o
r
e
 likely basis)

は
、
排
他
的
旗
国
管
轄
権
と
い
う
古
い
観
念
を
共
同
ま
た
は
競
合
管
轄
権

anti,pollution 
jurisdiction)

を
含
ん
で
い
る
。
す
べ
て
の
沿
岸
国
が
大
陸
棚
資
源
開
発
か
ら
生
じ
る
汚
染
危
険

(
p
o
l
l
u
t
i
o
n

h
a
z
a
r
d
)
 
に
対
す
る
権
限

(
a
u
t
h
o
r
i
t
y
)
を
行
使
し
、
多
く
の
国
が
自
国
の
漁
業
水
域
に
お
け
る
海
洋
環
境
の
生
物
資
源
の
保
護
の
た

め
の
規
則
を
布
告
し
て
い
る
。
国
家
慣
行
の
二
つ
の
他
の
例
を
引
け
ば
、

カ
ナ
ダ
は
、
北
極
お
よ
び
一
定
の
準
閉
鎖
地
域

(
s
e
m
i
,

e
n
c
l
o
s
e
d
 
a
r
e
a
s
)

の
海
洋
環
境
保
全
の
た
め
の
特
別
立
法
を
採
択
し
、

⑧
 

界
を
越
え
て
英
国
が
介
入
す
る
こ
と
を
許
す
立
法
を
採
択
し
た
。
こ
の
こ
と
は
、
沿
岸
地
域
に
あ
る
自
国
の
船
舶
に
対
す
る
旗
国
の
管

轄
権
と
の
必
然
的
衡
突

(
n
e
c
e
s
s
a
r
y
conflict)

を
意
味
す
る
と
理
解
さ
れ
る
べ
き
で
は
な
い
。
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
調
整
の
た

ま
た
英
国
は
、
公
海
に
お
け
る
油
濁
事
故
の
際
に
領
海
の
限
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(4) (3) (2) (1) 

海
洋
環
境
保
全
に
関
す
る
カ
ナ
ダ
案
に
つ
い
て

jurisdiction)
、
国
家
責
任
お
よ
び
損
害
賠
償
と
い
う
重
要
な
争
点
を
十
分
に
解
決
し
て
い
な
い
。

合
的
ア
プ
ロ
ー
チ
の
た
め
の
指
針
（
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
）
は
、
国
連
環
境
会
議
の
宣
言
、

持
さ
れ
た
目
標
の
声
明
と
海
洋
汚
染
に
関
す
る
二
十
三
原
則
、

会
と
海
洋
法
会
議
に
適
切
な
行
動
を
と
る
こ
と
を
求
め
て
付
託
さ
れ
た
沿
岸
国
の
諸
権
利
に
関
す
る
三
原
則
に
よ
っ
て
、
与
え
ら
れ
て

い
る
。
投
棄
条
約
案
（
条
約
と
し
て
採
択
さ
れ
た
こ
と
に
つ
い
て
前
述
）
は
、
海
洋
投
棄
の
一
般
的
問
題
を
扱
っ
て
い
る
と
い
う
点
で
綜
合
的

ア
プ
ロ
ー
チ
の
現
実
的
実
現
に
更
に
一
歩
踏
み
出
し
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
し
、

管
轄
権
問
題
に
実
効
的
解
決
を
与
え
る
か
、
少
く
と
も
そ
う
し
た
解
決
法
の
作
成
を
阻
害
し
な
い
な
ら
ば
、
船
舶
起
因
の
汚
染

(ship'

g
e
n
e
r
a
t
e
d
 pollution)
を
除
去
す
る
た
め
に
要
求
さ
れ
る
措
置
の
範
囲
を
完
成
さ
せ
る
こ
と
と
な
ろ
う
。
こ
れ
ら
管
轄
権
問
題
に
関
す

る
調
整
が
海
洋
環
境
保
全
の
た
め
の
綜
合
的
措
置
に
関
す
る
合
意
に
と
っ
て
相
変
ら
ず
鍵
で
あ
る
。
ど
の
よ
う
に
決
定
し
よ
う
と
、
国
家

の
管
轄
権
の
限
界
を
越
え
た
と
こ
ろ
に
は
、
世
界
の
公
海
の
最
大
の
部
分
が
残
り
続
け
る
の
で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
は
伝
統
的
法
秩
序
は

環
境
に
関
す
る
考
慮
を
基
礎
に
し
て
再
構
成
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
よ
り
特
定
化
し
て
言
え
ば
、
次
の
標
題
の
行
動
が
要
求
さ
れ
る
。

海
洋
環
境
を
保
全
し
、

海
洋
環
境
保
全
に
対
す
る
管
理
概
念

(
m
a
n
a
g
e
m
e
n
t
c
o
n
c
e
p
t
s
)

の
適
用

海
洋
環
境
に
お
け
る
変
化
と
そ
の
中
に
お
け
る
種
々
の
活
動
の
影
響
を
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
す
る
た
め
の
実
効
的
シ
ス
テ
ム
を
発
逹

さ
せ
る
こ
と

こ
れ
ら
の
ギ
ャ
ッ
プ
を
埋
め
る
綜

オ
タ
ワ
で
起
草
さ
れ
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
会
議
で
支

お
よ
び

I
w
G
M
P
の
オ
タ
ワ
会
期
で
議
論
さ
れ
海
底
平
和
利
用
委
員

一
九
七
三
年
I
M
C
o
条
約
案
は
、
も
し
こ
れ
が

こ
れ
を
汚
染
か
ら
保
護
す
る
す
べ
て
の
国
家
の
基
本
的
法
的
義
務
を
条
約
に
よ
っ
て
設
定
す
る
こ
と

国
際
的
に
合
意
さ
れ
た
基
準
、
汚
染
防
止
を
確
保
す
る
技
術
的
規
則
と
標
準
（
た
と
え
ば
、
国
際
航
路
、
航
行
援
助
施
設
、
船
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(1) 

舶
職
員
資
格
お
よ
び
船
舶
の
設
計
・
構
造
・
艤
装
標
準
に
関
し
て
）
の
採
用
と
改
良

国
際
条
約
の
強
制
の
た
め
の
実
効
的
規
定
の
作
成
を
殊
に
含
め
て
、
沿
岸
地
域
と
公
海
に
お
け
る
海
洋
環
境
保
全
に
関
連
し
て

生
じ
る
管
轄
権
問
題
の
解
決

レ
ジ
ー
ム

海
洋
汚
染
損
害
の
犠
牲
者
へ
の
賠
償
制
度
—
こ
の
点
で
の
国
家
責
任
の
明
確
化
を
含
め
て
ー
の
一
層
の
推
敲

国
家
の
管
轄
権
の
限
界
内
お
よ
び
こ
れ
を
越
え
た
と
こ
ろ
の
海
底
鉱
物
資
源
の
探
査
お
よ
び
開
発
に
よ
り
成
ず
る
汚
染
の
防
止

海
洋
環
境
保
全
の
た
め
の
義
務
を
履
行
す
る
能
力
を
強
化
す
る
た
め
開
発
途
上
国
に
援
助
を
供
与
す
る
こ
と

こ
れ
か
ら
何
を
な
す
べ
き
か
と
い
う
以
上
の
議
論
を
踏
ま
え
て
カ
ナ
ダ
は
以
下
の
よ
う
に
前
述
八
つ
の
論
点
に
解
説
を
加
え
て
い

く
。
カ
ナ
ダ
の
議
論
が
説
得
的
で
あ
る
の
は
、

で
世
界
の
一
方
の
オ
ビ
ニ
オ
ン
・
リ
ー
ダ
ー
で
あ
る
の
は
、
過
去
を
振
り
返
り
、
現
在
を
確
か
め
、

る
と
い
う
こ
の
カ
ナ
ダ
の
議
論
の
進
め
方
に
負
う
所
も
大
き
い
。
も
ち
ろ
ん
、
内
容
的
に
、

く
立
法
論
で
あ
る
と
こ
ろ
に
魅
力
が
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
カ
ナ
ダ
は
以
下
の
よ
う
に
説
く
。

(8) (7) (6) (5) 

海
洋
環
境
保
全
義
務

そ
し
て
開
発
途
上
国
の
多
く
が
カ
ナ
ダ
の
意
見
に
耳
を
傾
け
、
カ
ナ
ダ
が
こ
の
分
野

海
洋
環
境
を
保
全
し
、
す
べ
て
の
汚
染
源
か
ら
の
汚
染
を
防
止
す
る
国
家
の
一
般
的
義
務
を
明
示
的
に
定
め
る
条
約
規
定
は
存
在
し

口
海
洋
法
会
議
に
よ
る
審
議
の
た
め
の
条
約
条
項
草
案
の
た
め
の
基
本
原
則

と
取
締
り
の
た
め
の
国
際
的
に
合
意
さ
れ
た
措
置
を
発
展
さ
せ
る
こ
と

そ
し
て
将
来
に
向
っ
て
提
案
す

い
わ
ば
人
間
環
境
会
議
的
発
想
に
基
づ
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あ
る
。

海
洋
環
境
保
全
に
関
す
る
カ
ナ
ダ
案
に
つ
い
て

な
い
」
。

国
連
人
間
環
境
会
議
宣
言
の
原
則
七

な
い
ー
公
海
条
約
二
四
条
、
二
五
条
お
よ
び
大
陸
棚
条
約
五
条
七
項
が
こ
の
基
本
的
原
則
の
特
定
的
適
用
を
示
し
て
は
い
る
が
1

。
よ

り
一
般
的
定
式
化
の
最
初
の
も
の
は
、
限
ら
れ
た
コ
ン
テ
キ
ス
ト
の
中
で
は
あ
る
が
、
投
棄
条
約
案
第
一
条
の
中
に
見
ら
れ
る
。
海
洋

環
境
保
全
に
関
す
る
一
般
条
約
ま
た
は
親
条
約
の
中
の
そ
う
し
た
一
般
的
定
式
化
の
重
要
性
は
強
調
さ
れ
す
ぎ
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

一
般
条
約
と
、
海
洋
汚
染
の
個
別
的
側
面
を
扱
う
特
殊
条
約
ま
た
は
国
内
措
置
と
の
間
の
拘
束
的
要
素
ま
た
は
有
機
的
連
関

で
あ
る
だ
ろ
う
し
、
ま
た
そ
う
し
た
特
殊
条
約
の
作
成
・
加
入
に
対
す
る
一
般
的
約
束
を
設
け
る
手
助
け
と
な
る
だ
ろ
う
。
加
え
て
、

こ
の
分
野
で
の

I
M
C
0
の
よ
う
な
専
門
機
関
の
作
業
の
た
め
に
新
し
い
環
境
志
向
的
基
礎

(a
n
e
w
 
e
n
v
i
r
o
n
m
e
n
t
a
l
l
y
,
o
r
i
e
n
t
e
d
 

basis)
を
提
供
す
る
こ
と
と
な
ろ
う
。
海
洋
環
境
を
保
全
す
る
国
家
の
一
般
的
義
務
を
定
式
化
す
る
た
め
の
指
針
は
、
国
連
環
境
会
議

宣
言
の
原
則
七
と
二
十
一
お
よ
び
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
で
支
持
さ
れ
た
海
洋
環
境
原
則

(Principles
o
n
 the M
a
r
i
n
e
 E
n
v
i
r
o
n
m
e
n
t
)
 

（
原
則
一
、
二
、
三
、

五
と
十
七
）
に
よ
っ
て
与
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
原
文
は
各
々
に
コ
メ
ン
ト
を
付
け
て
以
下
に
掲
げ
る
。

海
洋
法
会
議
に
よ
る
審
議
の
た
め
の
条
約
条
項
草
案
に
組
み
入
れ
て
い
く
た
め
に
は
確
か
に
こ
れ
ら
諸
原
則
を
若
干
整
理
す
る
必
要
が

「
各
国
は
、
人
間
の
健
康
に
危
険
を
も
た
ら
し
、
生
物
資
源
と
海
洋
生
物
に
害
を
与
え
、
海
洋
の
快
適
な
環
境
を
損
な
い
、
海
洋

の
正
当
な
利
用
を
妨
げ
る
よ
う
な
物
質
に
よ
る
海
洋
の
汚
染
を
防
止
す
る
た
め
、
あ
ら
ゆ
る
可
能
な
措
置
を
と
ら
な
け
れ
ば
な
ら

そ
れ
は
、

（
宣
言
の
翻
訳
は
、
環
境
庁
長
官
官
房
国
際
課
の
も
の
を
原
則
と
し
て
利
用
し
た
。
環
境
庁
編
訳
・
国
連
人
間
環
境
会
議
の
記
録
（
昭
四
七
年
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が
、
殊
に
沿
岸
地
域
ま
た
は

こ
の
原
則
は
海
洋
環
境
を
保
護
す
る
国
家
の
責
務
ば
か
り
で
な
く
、
実
際
に

G
E
S
A
M
P
（
海
洋
汚
染
の
科
学
的
側
面
に
関
す
る
合
同

専
門
家
グ
ル
ー
。
フ
）
の
定
義
を
反
映
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
オ
ス
ロ
投
棄
条
約
第
一
条
に
極
め
て
近
い
し
（
た
だ
し
よ
り
命
令
的
術
語
で

述
べ
ら
れ
て
い
る
）
、

I
w
G
M
P
の
オ
タ
ワ
会
期
に
よ
っ
て
合
意
さ
れ
た
海
洋
汚
染
の
定
義
に
も
類
似
し
て
い
る
。

国
連
人
間
環
境
会
議
宣
言
二
十
一

「
各
国
は
、
国
連
憲
章
及
び
国
際
法
の
原
則
に
従
い
、
自
国
の
資
源
を
そ
の
環
境
政
策
に
基
づ
い
て
開
発
す
る
主
権
を
有
す
る
。

各
国
は
ま
た
、
自
国
の
管
轄
権
内
ま
た
は
支
配
下
の
活
動
が
他
国
の
環
境
ま
た
は
国
家
の
管
轄
権
の
範
囲
を
越
え
た
地
域
の
現
境

自
国
の
資
源
を
開
発
す
る
国
家
の
権
利
に
関
す
る
こ
の
原
則
の
中
に
あ
る
第
一
の
要
素
は
、
も
っ
ぱ
ら
海
洋
環
境
保
全
に
の
み
関
す

る
条
約
案
に
厳
密
に
は
関
連
し
て
い
る
と
は
い
え
ま
い
。
他
国
の
環
境
ま
た
は
国
家
の
管
轄
権
の
限
界
を
越
え
た
地
域
の
環
境
に
対
す

る
損
害
を
避
け
る
責
任
に
関
す
る
第
一
・
一
の
要
素
は
、
沿
岸
利
益

(coastal

interests)

な
ら
び
に
公
海
の
共
同
資
源

(the

s
h
a
r
e
d
 

resources)
の
保
護
を
確
保
す
る
た
め
に
基
本
的
重
要
性
を
も
っ
て
い
る
。
他
国
の
環
境
を
害
さ
な
い
責
任
は
、
ト
レ
イ
ル
・
ス
メ
ル

④
 

タ
ー
事
件
の
画
期
的
決
定
に
よ
っ
て
承
認
さ
れ
た
。
領
域
外
損
害
に
対
す
る
よ
り
広
い
禁
止

injunction
a
g
a
i
n
s
t
 extra,territorial 

d
a
m
a
g
e
も
一
九
六
三
年
の
核
実
験
禁
止
条
約
に
具
体
化
さ
れ
た
（
こ
の
条
約
に
は
す
べ
て
の
核
実
験
国
が
加
入
し
て
い
る
の
で
は
な

い
こ
と
、
従
っ
て
海
洋
法
会
議
が
こ
の
問
題
の
審
議
を
望
む
こ
と
を
記
し
て
お
く
べ
き
で
あ
る
が
）
。

11

経
済
水
域
“
(
c
o
a
s
t
a
l
a
r
e
a
s
 
o
r
 "
 ec
o
n
o
m
i
c
 z
o
n
e
s
 "
)
を
含
む
海
洋
環
境
保
護
の
た
め
の
制
度
を

に
損
害
を
与
え
な
い
よ
う
措
置
す
る
責
任
を
負
う
」
。

楓
出
版
、
東
京
、
＿
参
照
。
〗

こ
の
現
存
の
慣
習
国
際
法
規
則
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海
洋
環
境
保
全
に
関
す
る
カ
ナ
ダ
案
に
つ
い
て

発
展
さ
せ
る
海
底
平
和
利
用
委
員
会
の
作
業
の
た
め
の
出
発
点
で
あ
る
べ
き
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
も
ち
ろ
ん
、
領
水
・
漁
業
水
域
、
国

際
海
峡
、
大
陸
棚
そ
し
て
恐
ら
く
何
よ
り
も
公
海
に
お
け
る
沿
岸
国
・
旗
国
双
方
の
権
利
に
必
然
的
に
影
響
を
与
え
る
の
で
（
国
家
に

対
す
る
環
境
上
の
制
約
が
国
家
領
域
内
に
お
け
る
よ
り
も
は
る
か
に
強
力
に
適
用
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
場
合
お
よ
び
国
際
的
規
制

権
力

(
a
n
international 
r
e
g
u
l
a
t
o
r
y
 
a
u
t
h
o
r
i
t
y
)

が
殊
に
関
連
し
て
い
る
場
合
そ
う
で
あ
る
）
、

ト
レ
イ
ル
・
ス
メ
ル
タ
ー
事
件
は
、
カ
ナ
ダ
に
源
を
発
し
米
国
の
ワ
シ
ン
ト
ン
州
を
貫
い
て
太
平
洋
に
注
ぐ
コ
ロ
ン
ビ
ア
河
沿
岸
の
カ
ナ
ダ
領

の
ト
レ
イ
ル
に
あ
る
民
間
会
社
の
経
営
す
る
熔
鉱
所
の
煙
突
か
ら
は
ぎ
出
さ
れ
る
亜
硫
酸
ガ
ス
に
よ
っ
て
ワ
シ
ン
ト
ン
州
の
農
作
物
や
森
林
資

源
が
損
害
を
受
け
た
と
し
て
、
米
国
と
カ
ナ
ダ
と
の
間
に
争
わ
れ
た
事
件
で
あ
る
。
一
九
三
五
年
に
両
国
間
に
仲
裁
々
判
条
約
が
結
ば
れ
、
裁

判
に
よ
っ
て
解
決
さ
れ
た
。
一
九
四
一
年
の
最
終
判
決
で
、
損
害
発
生
防
止
義
務
の
存
在
を
認
め
、
カ
ナ
ダ
政
府
は
ト
レ
イ
ル
熔
鉱
所
が
煙
霧

に
よ
る
被
害
を
米
国
内
に
及
ぼ
さ
な
い
よ
う
処
置
す
る
国
際
法
上
の
義
務
を
負
う
と
し
た
。
尚
、
詳
し
く
は
太
寿
堂
鼎
「
ト
レ
イ
ル
熔
鉱
所
事

件
」
田
畑
茂
二
郎
編
・
ケ
ー
ス
プ
ッ
ク
国
際
法
（
一
九
七
ニ
・
有
信
堂
）
二
三
一
—
二
三
四
頁
参
照
。

海
洋
環
境
原
則
の
原
則
一

「
各
国
は
、
海
洋
環
境
を
保
護
し
、
か
つ
保
全
す
る
責
務
、

殊
に
国
際
的
に
共
有
さ
れ
る
資
源

(
a
n
internationally 
s
h
a
r
e
d
 

r
e
s
o
u
r
c
e
)

が
位
置
す
る
地
域
に
影
響
す
る
虞
れ
の
あ
る
汚
染
を
妨
止
す
る
責
務
を
有
す
る
」
。

こ
の
原
則
は
、
国
連
人
間
環
境
会
議
宣
言
の
原
則
二
十
一
の
海
洋
環
境
に
対
す
る
特
殊
的
適
用
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
国
際
的
に
共

有
さ
れ
る
資
源
が
位
置
す
る
地
域
を
汚
染
し
な
い
責
務
の
強
調
は
、
海
洋
法
が
共
同
体
利
益

(
c
o
m
m
u
n
i
t
y
interests)
を
保
護
し
、

並
び
に
国
家
利
益

(natinal
interests)

を
調
整
す
る
必
要
を
明
白
に
指
摘
す
る
も
の
で
あ
る
。

④
 

要
な
意
味
合
い
を
持
っ
て
い
る
。

こ
う
し
た
資
源
を
保
護
す
る
命
令

海
洋
法
の
広
範
な
争
点
に
重
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予
断
を
与
え
る
も
の
で
は
な
い
。

(
i
n
j
u
n
c
t
i
o
n
)
 
は
、
も
ち
ろ
ん
、
沿
岸
国
お
よ
び
旗
国
又
は
遠
洋
国

(
d
i
s
t
a
n
t
,
w
a
t
e
r
s
t
a
t
e
s
)

双
方
に
適
用
さ
れ
る
。

「
各
国
は
、
個
別
的
に
行
動
す
る
か
又
は
合
意
さ
れ
た
国
際
協
定
の
も
と
で
他
国
と
共
同
し
て
行
動
す
る
か
を
問
わ
ず
海
洋
汚
染

こ
の
原
則
は
、
海
洋
環
境
を
保
護
し
、
保
全
す
る
各
国
の
責
務
を
実
施
す
る
に
際
し
て
海
洋
汚
染
防
止
の
た
め
に
国
内
的
・
国
際
的

双
方
の
措
置
の
必
要
性
を
認
め
る
も
の
で
あ
る
。
国
内
的
措
置
は
、
も
ち
ろ
ん
、
時
に
用
い
ら
れ
る
意
味
で
の

然
的
に
意
味
す
る
も
の
で
は
な
い
。
そ
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
は
、
旗
国
・
沿
岸
国
双
方
が
海
洋
環
境
保
全
義
務
を
履
行
す
る
措
置
を
、

個
別
的
に
か
又
は
適
切
な
場
合
共
同
し
て
、
執
ら
ね
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
別
言
す
れ
ば
、

海
洋
環
境
原
則
三

z

一
方
的
行
動
II

を
必

こ
の
原
則
は
管
轄
権
問
題
に

「
国
は
、
国
家
管
轄
権
内
に
あ
る
河
川
、
排
出
口
お
よ
び
パ
イ
。
フ
ラ
イ
ン
の
よ
う
な
陸
起
源
の

(
l
a
n
d
'
b
a
s
e
d
)

汚
染
源
を
含
む

す
べ
て
の
経
路
に
よ
る
潜
在
的
有
害
物
質
の
海
へ
の
排
出
、
並
び
に
船
舶
、
航
空
機
お
よ
び
海
洋
施
設
に
よ
る
又
は
こ
れ
ら
か
ら

の
投
棄
を
最
少
限
に
す
る
た
め
自
国
に
利
用
可
能
な
最
善
の
実
行
可
能
な
手
段
を
利
用
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
。

こ
の
原
則
は
、
海
洋
汚
染
問
題
が
全
体
と
し
て
の
人
間
環
境
に
つ
い
て
の
広
く
複
雑
な
重
畳
的
な
一
連
の
問
題
の
一
部
分
で
あ
る
こ

と
を
認
め
て
い
る
。
海
洋
汚
染
問
題
は
特
有
の
性
格
的
特
徴
を
も
っ
て
お
り
、
海
洋
法
の
コ
ン
テ
キ
ス
ト
の
中
で
、
一
方
で
、
し
か
し

プ

オ

ー

ラ

ム

な
が
ら
塊
境
問
題
の
全
体
を
考
慮
に
い
れ
な
が
ら
、
扱
う
の
が
最
善
だ
。
こ
れ
を
扱
う
べ
き
討
論
の
場
を
選
別
す
る
目
的
で
海
洋
汚
染

防
止
の
た
め
の
適
切
な
措
置
を
採
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
。

海
洋
環
境
原
則
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海
洋
環
境
保
全
に
関
す
る
カ
ナ
ダ
案
に
つ
い
て

隣
接
地
域
を
保
護
す
る
責
任
を
も
、
も
っ
て
い
る
」
。

に
考
慮
が
与
え
ら
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

わ
れ
る
の
が
最
良
だ
ろ
う
。

問
題
と
し
て
特
徴
づ
け
得
る
の
は
何
か
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
、
も
っ
と
も
適
切
な
基
準
は
、
ど
の
程
度
特
定
の
汚
染
形
態
が
海
洋
自

体
の
何
か
の
直
接
的
利
用
に
よ
っ
て
直
接
に
引
き
起
こ
さ
れ
る
か
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
海
洋
汚
染
が
、
陸
に
基
礎
を
置
く
活
動

(
l
a
n
d
-
b
a
s
e
d
 
activities)

の
結
果
と
し
て
大
気
ま
た
は
陸
地
内
水
路

(
c
o
n
t
i
n
e
n
t
a
l
r
u
n
-
o
f
f
)

を
経
由
し
て
海
に
入
る
物
質
に
よ

っ
て
、
も
た
ら
さ
れ
る
場
合
に
は
、

海
洋
環
境
原
則
五

こ
の
問
題
は
、
他
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
お
け
る
国
内
的
行
動
と
国
際
的
協
力
の
組
合
せ
を
通
し
て
扱

「
国
は
、
国
家
の
管
轄
権
を
越
え
た
海
洋
環
境
の
保
全
に
共
同
責
任

(
j
o
i
n
t

r
e
s
p
o
n
s
i
b
i
l
i
t
y
)

を
と
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
。

こ
の
原
則
は
、
国
家
の
管
轄
権
の
限
界
を
越
え
た
海
洋
環
境
の
保
全
に
関
し
て
す
べ
て
の
国
家
の
連
帯
責
任

(
S
h
a
r
e
d

r
e
s
p
o
n
s
i
、

bility) 
(
前
述
の
個
別
責
任
に
加
え
て
）
を
確
認
す
る
も
の
で
あ
り
、

か
を
特
定
し
て
い
な
い
し
、

海
洋
汚
染
と
の
関
連
で
何
が
国
家
の
管
轄
権
の
限
界
で
あ
る
の

ま
た
い
か
な
る
方
法
で
も
こ
の
問
題
に
予
断
を
与
え
る
も
の
で
は
な
い
。
こ
の
原
則
の
実
施
に
関
し
て
は

環
境
保
全
問
題
と
国
家
の
管
轄
権
の
限
界
ー
ど
の
よ
う
に
記
述
さ
れ
よ
う
と
ー
を
越
え
た
公
海
に
お
け
る
保
護
措
置
の
強
制
と
を
実
効

的
か
つ
綜
合
的
に
扱
う
能
力
を
も
っ
た
機
関

(
i
n
s
t
i
t
u
t
i
o
n
a
l
a
u
t
h
o
r
i
t
y
)

を
現
在
全
く
欠
い
て
い
る
と
い
う
こ
と
か
ら
生
ず
る
問
題

海
洋
環
境
原
則
十
七

「
領
海
の
限
界
内
に
お
け
る
環
境
保
護
責
任
に
加
え
て
、
沿
岸
国
は
、
自
国
領
域
内
の
諸
活
動
か
ら
結
果
す
る
損
害
か
ら
環
境
の
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一
国
の
領
域
内
の
諸
活
動
か
ら
結
果
す
る
領
域
外
損
害
に
対
す
る
規
則
の
特
殊
的
適
用
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
こ
れ

「
目
標
の
声
明
」
の
中
で
言
明
さ
れ
た
よ
う
な
沿
岸
地
域
資
源

(coastal

の
特
殊
利
益
を
も
反
映
し
て
い
る
。
原
則
十
七
は
沿
岸
国
の
責
任
に
限
定
さ
れ
て
い
る
が
、
領
域
外
損
害
に
対
す
る
禁
止
は
、
公
海
ま

た
は
他
国
の
領
水
も
し
く
は
資
源
管
轄
区
域

(
z
o
n
e
s
o
f
 
r
e
s
o
u
r
c
e
 
jurisdiction)

内
で
航
行
す
る
旗
国
の
船
舶
に
対
し
て
同
等
も

管
理
概
念
の
適
用

a
r
e
a
 

海
洋
環
境
を
保
全
す
る
基
本
的
法
的
義
務
の
受
諾
は
、
伝
統
的
な
公
海
の
自
由
か
ら
の
重
要
な
離
反
を
反
映
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ

の
こ
と
は
必
然
的
に
、
環
境
保
護
を
目
的
と
す
る
公
海
地
域
の
規
制
の
シ
ス
テ
ム
を
意
味
す
る
。
そ
う
し
た
規
制
シ
ス
テ
ム
は
、
科
学

的
諸
原
則
に
基
礎
を
置
く
管
理
概
念
に
依
拠
す
べ
き
で
あ
る
。
こ
の
ア
。
フ
ロ
ー
チ
は
、

支
持
し
た
「
目
標
の
声
明
」
の
中
で
認
め
ら
れ
た
。

オ
タ
ワ
で
作
成
さ
れ
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
会
議
が

「
海
洋
環
境
と
そ
れ
が
維
持
す
る
す
べ
て
の
生
物
体
系
は
人
類
に
と
っ
て
死
活
的
重
要
性
が
あ
り
、
ま
た
す
べ
て
の
人
々
は
こ
の

環
境
が
そ
の
質
、
資
源
と
も
に
害
さ
れ
な
い
よ
う
に
管
理
さ
れ
る
こ
と
を
確
保
す
る
点
に
利
益
を
有
し
て
い
る

そ
し
て
海

（
後
述
の
カ
ナ
ダ

の
条
約
草
案
前
文
第
一
項
で
あ
り
、
海
洋
投
案
条
約
前
文
第
一
項
で
も
あ
る
筆
者
）
。
こ
れ
は
特
に
沿
岸
地
域
資
源
に
適
用
さ
れ
る

く
前
文
第
二
項
に
変
形
す
る
）
。
廃
棄
物
を
同
化
し
、
こ
れ
を
無
害
化
す
る
海
の
能
力
と
天
然
資
源
を
再
生
産
す
る
海
の
能
力
と
は
無

限
で
は
な
い
（
同
じ
く
前
文
第
三
項
前
段
で
あ
り
、
海
洋
投
案
条
約
前
文
第
二
項
で
も
あ
る
）
。

「
目
標
の
声
明
」
は
次
の
よ
う
に
言
う
。

(2) 
し
く
は
よ
り
強
い
力
を
も
っ
て
適
用
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

は
ま
た
、

こ
の
原
則
は
、

固
有
の
管
理
が
要
求
さ
れ
、

（
同
じ

r
e
s
o
u
r
c
e
s
)

の
管
理
に
対
す
る
沿
岸
国
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海
洋
環
境
保
全
に
関
す
る
カ
ナ
ダ
案
に
つ
い
て

コ
ン
ト
ロ
ー
ル

洋
汚
染
を
防
止
し
、
取
締
る
措
置
は
海
洋

(
t
h
e

o
c
e
a
n
s
 
a
n
d
 s
e
a
s
)

と
そ
の
天
然
資
源
の
管
理
の
不
可
欠
な
要
素
と
み
な
さ

る
べ
き
で
あ
る
（
同
じ
く
前
文
第
三
項
後
段
で
あ
る
）
」
。

こ
の
声
明
の
重
要
性
は
強
調
さ
れ
す
ぎ
る
こ
と
は
あ
り
得
な
い
。
海
洋
汚
染
に
関
し
て
は
、
現
存
の
法
は
自
由
放
任
概
念

(laissez‘

f
a
i
r
e
 c
o
n
c
e
p
t
s
)
に
基
礎
を
置
い
て
お
り
、
科
学
的
諸
原
則
に
基
づ
く
規
制
の
必
要
を
認
め
な
い
。

の
同
化
・
再
生
産
能
力
に
限
界
が
あ
る
こ
と
を
認
め
、

海
洋
環
境
原
則
一
〇

そ
し
て
そ
の
結
果
、
海
洋
環
境
、
海
洋
資
源
お
よ
び
海
洋
環
境
保
全
に
対
し
管

「
取
締
り
措
置
の
た
め
の
政
策
枠
組
を
提
供
す
る
た
め
に
、
国
際
的
指
針
（
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
）
と
基
準
が
、
各
国
政
府
お
よ
び
政
府

間
機
関
双
方
に
よ
っ
て
発
展
さ
せ
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
海
洋
環
境
保
護
の
た
め
の
綜
合
的
計
画
は
、

lutants)

と
そ
の
経
路
・
源
の
識
別
、

重
大
な
汚
染
物
質

(pol,

こ
れ
ら
の
汚
染
物
質
に
対
す
る
指
数
の
決
定
と
そ
れ
ら
の
危
険
の
評
価
、
望
ま
し
か
ら
ざ

る
傾
向
の
時
宣
を
得
た
探
知
、
お
よ
び
、
探
知

(detection)

と
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
・
シ
ス
テ
ム
の
発
展
を
規
定
す
べ
き
で
あ
る
」
。

こ
の
原
則
は
、
国
際
的
指
針
と
基
準
の
発
展
が
国
の
責
任
事
項
で
あ
り
、
ま
た
国
際
機
関
の
そ
れ
で
あ
る
こ
と
を
強
調
し
て
い
る
。

海
底
平
和
利
用
委
員
会
と
海
洋
法
会
議
が
国
際
的
レ
ベ
ル
で
の
海
洋
汚
染
取
締
り
措
置
の
た
め
の
政
策
枠
組
ま
た
は
全
般
的
法
的
枠
組

を
提
供
す
る
第
一
次
的
責
任
を
も
っ
て
い
る
一
方
で
、

こ
の
原
則
は
ま
た
、
海
洋
環
境
保
護
の
た
め
の
綜
合
的
計
画
の
た
め
に
多
学
問

的

(multidisciplinary)

か
つ
多
機
関
的

(
m
u
l
t
i
,
a
g
e
n
c
y
)

ア
プ
ロ
ー
チ
が
要
求
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
認
め
て
い
る
。

に
、
た
と
え
ば
、
重
大
な
汚
染
物
質
と
そ
の
経
路
・
源
の
識
別
に
は
、
各
国
政
府
お
よ
び

W
H
O
、

理
概
念
を
適
用
す
る
必
要
が
あ
る
と
い
う
不
可
避
的
な
結
論
を
認
め
る
。

こ
の
よ
う

I
O
C
（
政
府
間
海
洋
学
委
員
会
）
、

「
目
標
の
声
明
」
は
、
他
方
、
海



- 28 -

で
支
持
さ
れ
た
新
し
い
環
境
事
務
局
で
あ
り
、

F
A
0
、
I
M
C
O
、

海
洋
環
境
原
則
十
三

「
海
洋
汚
染
を
防
止
し
、
取
締
る
行
動
（
殊
に
直
接
的
禁
止
と
特
別
放
出
限
界
）
は
、
損
害
ま
た
は
危
険
(
d
a
m
a
g
e
o
r
 h
a
z
a
r
d
)
 

を
単
純
に
環
境
の
一
の
部
分
か
ら
他
の
部
分
に
転
移
さ
せ
る
と
い
う
効
果
か
ら
防
衛
す
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
。

こ
の
原
則
は
、

そ
の
他
殊
に
新
設
の
環
境
事
務
局
の
よ
う
な
機
関
の
協
力
が
要
求
さ
れ
る
。

い
わ
ゆ
る
汚
染
問
題
の
輸
出
か
ら
防
衛
す
る
た
め
に
実
効
的
規
定
が
つ
く
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
と
い
う
多
く
の
国
の

関
心
を
反
映
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
海
洋
汚
染
防
止
の
国
内
的
・
地
域
的
措
置
が
地
球
全
体
的
措
置
に
よ
っ
て
補
完
さ
れ
、

と
相
容
れ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
確
保
す
る
こ
と
の
重
要
性
を
指
摘
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
地
域
の
限
界
近
く
で
の
物
質
の
投
棄
を

要
求
し
た
地
域
的
投
棄
協
定
は
、
地
球
全
体
的
意
味
で
は
満
足
す
べ
き
も
の
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
こ
の
措
置
の
調
和
は
、
も
ち
ろ
ん
、

海
洋
環
境
原
則
二
十
二

「
海
洋
汚
染
の
防
止
、
取
締
り
ま
た
は
研
究
の
た
め
国
際
機
関
に
よ
る
又
は
こ
れ
を
通
じ
る
行
動
の
必
要
が
あ
る
場
合
に
は
、
国

連
の
内
外
の
現
存
の
団
体

(
e
x
i
s
t
i
n
g
b
o
d
i
e
s
)

が
可
能
な
限
り
利
用
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
」
。

こ
の
原
則
は
、
国
際
機
関
の
不
必
要
な
増
殖
を
避
け
、

か
つ
こ
れ

そ
し
て
海
洋
環
境
保
全
問
題
に
関
し
て
現
存
の
機
関
が
最
大
限
有
利
に
利
用

さ
れ
る
こ
と
を
確
保
し
よ
う
と
す
る
広
く
ひ
ろ
が
っ
た
共
有
さ
れ
て
い
る
関
心
を
単
に
反
映
し
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
。
こ
れ
は
、
も
ち

ろ
ん
、
健
全
な
管
理
理
論

(
m
a
n
a
g
e
m
e
n
t
t
h
e
o
r
y
)
の
明
白
な
実
例
で
あ
る
。
こ
の
原
則
の
顕
著
な
例
外
は
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
会
議

こ
れ
は
環
境
問
題
を
実
効
的
に
取
り
扱
う
た
め
に
緊
急
に
必
要
と
さ
れ
た
極
め
て
価
値

管
理
ア
。
フ
ロ
ー
チ
に
と
っ
て
基
礎
的
な
も
の
で
あ
る
。
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海
洋
環
境
保
全
に
関
す
る
カ
ナ
ダ
案
に
つ
い
て

tional 
a
u
t
h
o
r
i
t
y
)

の
可
能
な
必
要
性
を
審
議
す
る
際
に
殊
に
関
連
性
を
も
つ
だ
ろ
う
。

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
・
シ
ス
テ
ム
の
発
展

多
学
問
的

(
m
u
l
t
i
d
i
s
c
i
p
l
i
n
a
r
y
)

な
ア

あ
る
制
度
で
あ
る
。
こ
の
原
則
は
、
国
家
の
管
轄
権
の
限
界
を
越
え
た
公
海
で
の
環
境
保
全
問
題
を
扱
う
国
際
的
権
力

(
a
n
i
n
t
e
r
n
a
,
 

す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
海
洋
環
境
保
全
の
た
め
の
管
理
概
念
は
科
学
的
諸
原
則
に
依
拠
し
て
い
る
。
だ
か
ら
、
科
学
的
知
識
と
研

究
と
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
・
シ
ス
テ
ム
は
、
海
洋
環
境
の
質
と
資
源
が
害
さ
れ
な
い
よ
う
に
確
保
す
る
管
理
政
策
の
発
展
の
た
め
の
基
礎
を

提
供
す
る
の
に
必
要
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、

認
め
ら
れ
た
。

海
洋
環
境
原
則
十
五

(3) 

オ
タ
ワ
で
作
成
さ
れ
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
会
議
が
支
持
し
た
次
の
諸
原
則
の
中
で

「
各
国
は
、
海
洋
の
現
状
、
汚
染
影
響
の
傾
向
の
研
究
、
海
洋
環
境
に
関
す
る
デ
ー
タ
・
科
学
的
情
報
の
交
換
を
含
め
て
、
海
洋

環
境
の
研
究
・
調
査
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
海
洋
環
境
に
お
け
る
変
化
を
モ
ニ
タ
ー
す
る
シ
ス
テ
ム
・
手
段
と
を
発
展
さ
せ
る
観
点
で
、

他
国
お
よ
び
権
限
あ
る
国
際
組
織
と
協
力
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
沖
合
資
源
探
査
・
開
発
か
ら
生
じ
る
汚
染
を
含
め
て
海
洋
汚

染
を
防
止
す
る
手
段
に
関
す
る
技
術
的
情
報
の
交
換
に
つ
い
て
も
同
様
の
協
力
が
な
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
」
。

こ
の
原
則
は
、
海
洋
汚
染
問
題
が
国
際
法
の
発
展
の
み
で
は
解
決
し
え
ず
、
科
学
的
・
技
術
的
分
野
で
の
国
と
国
際
組
織
と
の
間
の

協
働
的
行
動
を
必
要
と
し
て
い
る
こ
と
を
認
め
て
い
る
。
海
洋
環
境
保
全
を
扱
う
際
に
は
、

プ
ロ
ー
チ
と
い
う
こ
の
必
要
と
、
海
洋
汚
染
、
科
学
的
研
究
お
よ
び
漁
業
と
い
っ
た
海
洋
法
の
諸
問
題
に
対
し
て
他
の
討
論
の
場
か
ら

持
ち
込
ま
れ
る
に
ち
が
い
な
い
法
律
以
外
の
専
門

(
e
x
t
r
a
,
l
e
g
a
l
e
x
p
e
r
t
i
s
e
)

と
い
う
必
要
と
を
考
慮
に
入
れ
る
こ
と
が
不
可
欠
の
こ
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を
も
っ
て
い
る
。
次
の
諸
原
則
が
こ
の
分
野
に
関
連
が
あ
る
。

④
技
術
的
規
則
と
標
準
の
改
善

と
で
あ
る
。
法
的
戦
略

(legal
s
t
r
a
t
e
g
y
)
が
不
可
欠
で
あ
る
一
方
、
こ
れ
の
み
で
は
こ
の
新
し
く
複
雑
な
分
野
の
す
べ
て
の
争
点
を

解
く
こ
と
は
で
き
な
い
。
海
洋
法
会
議
が
国
際
モ
ー
ー
タ
リ
ン
グ
取
極
め
に
関
す
る
条
約
条
項
を
審
議
す
る
こ
と
は
必
要
で
あ
る
し
、
ま

た
地
球
全
体
的
ス
ケ
ー
ル
で
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
問
題
に
責
任
を
有
す
る
機
関
の
選
択
に
対
し
て
も
考
慮
が
与
え
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

海
洋
環
境
原
則
十
六

「
国
際
的
指
針
が
、
汚
染
物
資
と
そ
の
影
響
の
探
知
と
測
定
の
方
法
の
比
較
を
容
易
に
す
る
た
め
に
発
展
さ
せ
ら
れ
る
べ
き
で
あ

こ
の
原
則
は
、
原
則
十
五
の
一
層
の
発
展
を
表
わ
す
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
ま
た
国
内
活
動
を
調
整
す
る
こ
と
の
重
要
性
に
光
を
あ

て
た
も
の
で
あ
る
。

国
内
的
・
国
際
的
措
置
に
基
づ
く
海
洋
環
境
保
全
の
た
め
の
綜
合
的
管
理
シ
ス
テ
ム
に
は
、
海
洋
投
棄
条
約
案
（
現
在
の
海
洋
投
棄
条

約
）
に
具
体
化
さ
れ
、

そ
し
て
船
舶
設
計
、
構
造
、
艤
装
お
よ
び
配
乗

(
m
a
n
n
i
n
g
)

に
関
す
る
一
九
七
三
年
I
M
C
0
条
約
の
た
め

に
現
在
発
展
さ
せ
ら
れ
て
い
る
（
本
年
三
月
最
終
草
案
が
ま
と
め
ら
れ
た
こ
と
に
つ
い
て
前
述
）
よ
う
な
国
際
的
に
合
意
さ
れ
た
規
準
、
技
術

的
規
則
と
標
準
を
採
択
す
る
こ
と
が
要
求
さ
れ
る
。
こ
う
し
た
技
術
的
措
置
は
、
海
洋
環
境
保
護
義
務
を
実
施
す
る
具
体
的
段
階
と
し

て
必
要
で
あ
り
、

る」。

こ
う
し
た
措
置
に
関
す
る
国
際
協
定
は
、
地
方
的
・
地
域
的
変
差
を
考
慮
に
入
れ
る
実
効
的
地
球
全
体
的
ア
。
フ
ロ
ー

チ
を
達
成
す
る
の
に
必
要
な
も
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
協
定
は
、
ま
た
、
後
述
す
る
管
轄
権
と
強
制
問
題
の
解
決
に
も
決
定
的
重
要
性



- 31 -

海
洋
環
境
保
全
に
関
す
る
カ
ナ
ダ
案
に
つ
い
て

要
な
地
理
的
•
生
態
学
的
現
実
を
承
認
し
て
い
る
も
の
で
あ
る

な
ら
な
い
」
。

る
こ
と
に
よ
っ
て
の
み
で
あ
る
。

海
洋
環
境
原
則
八

「
各
国
は
、
地
球
全
体
的
、
地
域
的
、
国
内
的
段
階
の
海
洋
汚
染
の
防
止
の
た
め
国
際
的
に
合
意
さ
れ
た
規
則
、
標
準
お
よ
び
手

続
の
作
成
と
実
施
に
関
し
て
他
国
お
よ
び
権
限
あ
る
国
際
組
織
と
協
力
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
。

国
際
的
に
合
意
さ
れ
た
規
則
・
標
準
の
発
展
は
、
海
洋
汚
染
防
止
に
対
し
て
の
み
な
ら
ず
、
広
範
囲
な
海
洋
法
の
争
点
に
対
し
て
も

基
本
的
で
あ
り
、

そ
し
て
沿
岸
国
の
権
利
・
義
務
の
問
題
と
手
を
携
え
て
行
く
も
の
で
あ
る
。
海
洋
汚
染
に
実
効
的
に
ア
タ
ッ
ク
し
得

る
の
は
、
地
球
全
体
的
・
地
域
的
・
国
内
的
規
則
お
よ
び
標
準
を
、
海
洋
環
境
保
全
の
た
め
に
つ
く
ら
れ
る
最
少
限
規
定
を
少
く
と
も

定
め
る
地
球
全
体
的
な
も
の
並
び
に
北
極
ま
た
は
準
閉
鎖
水
域

(
s
e
m
i
,
e
n
c
l
o
s
e
d
b
o
d
i
e
s
 
of w
a
t
e
r
)

の
よ
う
な
一
定
地
域
に
あ
る

特
別
の
事
態
を
取
扱
う
の
に
要
求
さ
れ
る
特
殊
的
そ
し
て
多
分
よ
り
厳
し
い
規
定
を
定
め
る
地
域
的
・
国
内
的
な
も
の
と
に
結
び
つ
け

海
洋
環
境
原
則
九

「
国
は
、
地
域
的
に
一
緒
に
協
力
し
て
、
地
理
的
お
よ
び
生
態
学
的
理
由
に
よ
っ
て
自
然
体
で
統
一
体

(a
n
a
t
u
r
a
l
 entity a
n
d
 

a
n
 integrated w
h
o
l
e
)
を
形
成
す
る
地
域
の
汚
染
を
防
止
す
る
た
め
政
策
を
協
調
さ
せ
、
共
通
す
る
措
置
を
採
用
し
な
け
れ
ば

こ
の
原
則
は
、
原
則
八
の
一
層
の
発
展
を
表
わ
し
、
海
洋
汚
染
問
題
に
対
す
る
綜
合
的
ア
。
フ
ロ
ー
チ
を
全
く
傷
つ
け
る
こ
と
な
く
重

海
洋
環
境
原
則
十
一
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展
途
上
国
の
必
要
に
と
っ
て
殊
に
重
要
で
あ
る
。

海
洋
環
境
原
則
十 レ

ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
設
備
そ
の
他
の
利
用
を
も
含
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
。

「
国
際
的
に
合
意
さ
れ
た
規
準
お
よ
び
標
準
は
、
汚
染
の
影
響
お
よ
び
こ
れ
ら
の
影
響
の
評
価
に
お
け
る
地
域
的
・
地
方
的
変
差

を
規
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
う
し
た
変
数
に
は
、
海
域

(sea
a
r
e
a
s
)
の
生
態
学
、
経
済
・
社
会
的
条
件
、
お
よ
び
海
洋

の
快
適
さ
、

こ
の
原
則
は
、
前
述
原
則
八
お
よ
び
九
と
密
接
に
関
係
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
ア
。
フ
ロ
ー
チ
は
、
高
度
に
発
展
し
た
国
と
全
く
同
じ

標
準
を
設
け
得
な
い
か
も
知
れ
な
い
発
展
途
上
国
に
と
っ
て
殊
に
重
要
で
あ
る
。

「
第
一
次
的
保
護
標
準
と
派
生
的
作
業
水
準
ー
特
に
実
行
典
範
と
流
出
物
標
準
ー
は
、
国
内
レ
ベ
ル
で
、

は
地
域
的
ま
た
は
地
球
全
体
的
基
礎
で
、
設
け
る
の
が
有
益
で
あ
ろ
う
」
。

そ
し
て
場
合
に
よ
っ
て

こ
の
原
則
は
同
じ
く
原
則
八
お
よ
び
九
の
科
学
的
・
技
術
的
観
点
か
ら
の
一
層
の
発
展
を
表
わ
す
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
も
ま
た
、
発

海
洋
環
境
原
則
十
四

コ
ン
ト
ロ
ー
ル

「
取
締
り
の
発
展
と
実
施
は
十
分
に
柔
軟
な
も
の
で
あ
っ
て
、
海
洋
の
生
態
系

(
m
a
r
i
n
e
e
c
o
s
y
s
t
e
m
)
、

テ

ク

ノ

ロ

ジ

カ

ル

び
汚
染
取
締
り
の
た
め
の
工
業
技
術
的
手
段
の
改
善
に
つ
い
て
の
知
識
の
増
加
を
反
映
し
、
そ
し
て
新
し
い
こ
れ
ま
で
知
ら
れ
て

汚
染
の
影
響
、
お
よ

い
な
い
多
く
の
汚
染
物
質
が
暴
露
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
い
う
事
実
を
考
慮
に
入
れ
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
。

こ
の
原
則
は
、
海
洋
環
境
に
対
す
る
新
し
い
脅
威
が
即
座
に
識
別
さ
れ
得
る
こ
と
と
、

こ
う
し
た
新
し
い
危
険
に
備
え
る
た
め
に
国

内
立
法
ま
た
は
多
辺
的
協
定
が
（
た
と
え
ば
付
属
書
の
利
用
に
よ
っ
て
）
適
宜
か
つ
迅
速
に
改
正
さ
れ
得
る
こ
と
と
を
確
保
す
る
た
め
、
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海
洋
環
境
保
全
に
関
す
る
カ
ナ
ダ
案
に
つ
い
て

国
内
的
・
地
域
的
・
地
球
全
体
的
レ
ベ
ル
の
再
審
機
構

(
r
e
v
i
e
w
m
e
c
h
a
n
i
s
m
s
)

を
設
立
す
る
重
要
性
を
反
映
し
て
い
る
も
の
で
あ

る
。
こ
う
し
た
再
審
機
構
は
、

一
九
五
四
年
の
油
に
よ
る
海
洋
汚
染
防
止
条
約
と
投
棄
条
約
案
（
現
在
の
海
洋
投
棄
条
約
）
の
よ
う
な
協

海
洋
環
境
保
全
の
国
際
協
力
を
促
進
す
る
努
力
に
関
連
し
て
生
じ
た
二
つ
の
最
も
基
礎
的
か
つ
困
難
な
問
題
は
、

必
要
な
措
置
を
規
定
す
る

(prescribe)

適
切
な
管
轄
権
を
も
つ
権
力

(jurisdictional

a
u
t
h
o
r
i
t
y
)

の
決
定

こ
う
し
た
措
置
を
強
制
す
る
適
切
な
権
力
の
決
定

で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
も
し
海
洋
環
境
を
保
全
す
る
す
べ
て
の
国
の
義
務
と
、

準
、
技
術
的
規
則
お
よ
び
標
準
の
必
要
と
に
関
す
る
協
定
に
達
す
る
な
ら
ば
、

こ
の
関

こ
れ
ら
の
管
轄
権
に
関
す
る
争
点
は
新
し
い
見
通
し
か

ら
検
討
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
措
置
を
命
ず
る
管
轄
権
に
関
し
て
は
、
国
際
的
に
合
意
さ
れ
た
基
準
、
技
術
的
規
則
お
よ
び
標
準
の
採

択
に
よ
っ
て
争
点
は
、
国
際
的
に
合
意
さ
れ
た
規
定
に
対
す
る
地
域
的
・
地
方
的
変
差
の
た
め
に
許
さ
れ
る
範
囲

(latitude)
の
決
定

の
問
題
に
縮
め
ら
れ
る
。
強
制
す
る
管
轄
権
に
関
し
て
は
、
国
際
的
に
合
意
さ
れ
た
基
準
、
技
術
的
規
則
お
よ
び
標
準
の
採
択
に
よ
っ

て
、
潜
在
的
衝
突
の
重
要
な
源
泉
が
取
り
除
か
れ
る
。
別
言
す
れ
ば
、
強
制
さ
れ
る
措
置
に
関
す
る
協
定
が
達
せ
ら
れ
た
時
に
は
、
強

制
権
力
の
選
択
に
対
し
て
よ
り
柔
軟
な
態
度
を
と
る
こ
と
が
よ
り
た
や
す
く
な
る
の
で
あ
る
。

こ
れ
ら
強
制
お
よ
び
管
轄
権
に
関
す
る
争
点
は
、
海
洋
環
境
の
保
全
を
扱
う
す
べ
て
の
現
存
の
条
約
に
関
し
て
生
ず
る
も
の
で
あ
る
。

海
洋
法
会
議
の
採
択
す
る
”
親
条
約
I
I
(
m
a
s
t
e
r
treaty)

に
よ
っ
て
解
決
さ
れ
る
こ
と
が
死
活
的
重
要
性
を
も
っ
て
い
る
。

(
＂

11) 

(
i
)
 

⑥
管
轄
お
よ
び
強
制
に
関
す
る
争
点
の
解
決

定
に
関
し
て
殊
に
重
要
で
あ
る
。

こ
の
義
務
の
履
行
の
た
め
の
国
際
的
に
合
意
さ
れ
た
基
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連
で
は
、
沿
岸
国
の
権
利
の
た
め
に
よ
り
大
き
な
調
節
が
な
さ
れ
る
べ
き
こ
と
は
明
白
な
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
と
同
時
に
、
旗
国
の
自

国
船
舶
に
対
す
る
責
任
に
不
当
に
干
渉
す
べ
き
で
な
く
、
実
際
に
あ
る
点
で
は
強
調
す
べ
き
で
あ
る
こ
と
も
明
白
な
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

規
定
す
る
管
轄
権
に
関
し
て
は
、
沿
岸
国
は
、
国
際
的
規
則
が
ま
だ
存
在
し
て
い
な
い
場
合
ま
た
は
特
別
な
状
況
が
あ
る
場
合
に
規
則

を
公
布
す
る
残
存
権
限

(
a
r
e
s
i
d
u
a
l
 
a
u
t
h
o
r
i
t
y
)
を
も
つ
べ
き
で
あ
る
。
強
制
す
る
管
轄
権
に
関
し
て
は
、
沿
岸
国
は
、
自
国
領
海

の
限
界
の
外
に
い
る
外
国
船
舶
に
対
し
て
国
際
的
に
合
意
さ
れ
た
規
則
を
強
制
し
、
ま
た
は
国
際
的
規
則
が
ま
だ
存
在
し
て
い
な
い
場

合
ま
た
は
特
別
な
状
況
を
満
た
す
よ
う
な
特
別
規
則
を
公
布
し
た
場
合
に
自
国
の
規
則
を
領
海
外
の
外
国
船
舶
に
強
制
す
る
同
様
の
残

存
権
限
を
も
つ
べ
き
で
あ
る
。

に
類
す
る
も
の
で
あ
り
、

一
九
六
九
年
の

I
M
C
0
の
ブ
ラ
ッ
セ
ル
条
約
で
認
め
ら
れ
た
公
海
上
の
介
入
権

そ
し
て
そ
の
中
に
あ
る
固
有
の
原
則
の
論
理
的
外
延
で
あ
る
。
同
様
の
概
念
が
海
洋
投
棄
条
約
条
項
案
の
中

に
も
反
映
し
て
い
る
。
こ
の
条
項
草
案
は
、
管
轄
権
問
題
の
論
点
窃
取
を
す
る
(
b
e
g
t
h
e
 
q
u
e
s
t
i
o
n
)
こ
と
を
し
な
い
で
、
海
洋
法
会

議
の
最
終
決
定
に
残
し
選
択
を
閉
じ
る
こ
と
を
し
て
い
な
い
。
し
か
し
、
現
在
の
形
の
条
項
草
案
は
、
海
洋
投
棄
問
題
を
は
る
か
に
越

え
た
意
味
合
い
を
も
つ
利
益
の
調
節
の
た
め
の
基
礎
を
置
い
て
い
る
。
条
項
は
、
旗
国
管
轄
権
概
念
を
放
棄
し
て
い
な
い
一
方
、
旗
国

に
よ
っ
て
の
み
旗
国
自
身
の
船
舶
に
対
し
て
強
制
可
能

(
e
n
f
o
r
c
e
a
b
l
e
)
と
い
う
の
で
は
な
い
。
こ
れ
ら
条
項
は
、

そ
の
条
項
の
文
言

に
よ
っ
て
、
沿
岸
国
当
事
者
に
よ
っ
て
も
”
沿
岸
国
の
管
轄
権
下
の
II

船
舶
に
対
し
て
強
制
可
能
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
奴
隷
と
海
賊
に

関
し
て
す
べ
て
の
国
に
よ
っ
て
受
け
入
れ
ら
れ
て
い
る
普
逼
的
管
轄
権
ア
プ
ロ
ー
チ

(
t
h
e
u
n
i
v
e
r
s
a
l
 
jurisdiction 
a
p
p
r
o
a
c
h
)
、

す
な
わ
ち
国
際
的
に
合
意
さ
れ
た
規
則
に
基
づ
く
沿
岸
国
・
旗
国
双
方
に
よ
る
強
制
に
何
か
類
似
の
ア
プ
ロ
ー
チ
に
よ
っ
て
管
轄
権
問

こ
う
し
た
沿
岸
国
の
残
存
権
限
と
い
う
概
念
は
、
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海
洋
環
境
保
全
に
関
す
る
カ
ナ
ダ
案
に
つ
い
て

題
が
解
決
さ
れ
得
る
よ
う
な
種
類
の
調
節
を
反
映
し
て
い
る
。
投
棄
条
項
に
対
す
る
こ
の
二
重
の
強
制
と
い
う
ア
プ
ロ
ー
チ
の
範
囲

は
、
自
国
管
轄
権
下
の
地
域
に
あ
る
船
舶
に
対
す
る
国
に
よ
る
（
な
ら
び
に
自
国
管
轄
権
下
の
船
舶
に
よ
る
）
強
制
へ
の
言
及
を
ス
ト

管
轄
権
お
よ
び
強
制
に
関
す
る
争
点
に
つ
い
て
の
法
の
発
展
の
た
め
の
何
か
の
手
引
き
（
ガ
イ
ダ
ン
ス
）
は
、

「
海
洋
環
境
原
則
」
に
よ
っ
て
提
供
さ
れ
て
い
る
。
よ
り
十
分
に
発
展
せ
し
め
ら
れ
た
方
式
化
は
、

論
さ
れ
た
が
支
持
も
拒
絶
も
さ
れ
な
か
っ
た
沿
岸
国
の
権
利
に
関
す
る
三
原
則
ー
こ
れ
は
現
在
情
報
用
で

I
M
C
0
に、

な
行
動
を
求
め
て
海
底
平
和
利
用
委
員
会
に
付
託
さ
れ
て
い
る
ー
の
中
に
与
え
ら
れ
て
い
る
。

た
。
そ
の
他
の
関
連
す
る
原
則
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

海
洋
環
境
原
則
二

0

「
す
べ
て
の
国
は
、
自
国
の
登
録
下
に
あ
る
船
舶
が
船
舶
設
計
と
構
造
、
運
航
手
続
お
よ
び
そ
の
他
の
関
連
要
素
に
関
す
る
国
際

的
に
合
意
さ
れ
た
規
則
お
よ
び
標
準
に
従
う
こ
と
を
確
保
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
国
は
、
適
切
な
国
際
団
体
に
お
い
て
、

公
海
そ
の
他
に
お
け
る
自
国
船
舶
の
運
航
に
関
し
て
旗
国
の
責
任
を
規
定
す
る
に
あ
た
っ
て
、

殊
の
沿
岸
環
境
の
保
護
に
対
す
る
関
心
を
も
っ
て
伝
統
的
航
海
の
自
由
を
和
ら
げ
る
際
の
不
可
欠
の
第
一
歩
を
表
わ
し
て
い
る
。
こ
の

原
則
は
海
洋
法
会
議
が
採
択
す
る
条
約
の
中
に
反
映
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
が
、
他
方
、

し
た
規
則
、
標
準
お
よ
び
手
続
の
発
展
に
協
力
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
。

ッ
ク
ホ
ル
ム
行
動
提
案
の
中
に
挿
入
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
一
層
拡
大
さ
れ
た
。

こ
う

こ
の
原
則
は
、
海
洋
環
境
一
般
と
特

船
舶
設
計
と
構
造
と
航
行
手
続
（
航
路
計
画

traffic 
r
o
u
t
i
n
g
 
s
c
h
e
m
e
を
今
t
む
）
は

I
M
C
0
の
管
轄
に
入
る
の
が
よ
り
適
切
で
あ
り
、
事
実
現
在
特
に
一
九
七
三
年
に
招
集
す

「
目
標
の
声
明
」
に
つ
い
て
は
前
述
し

「
目
標
の
声
明
」
と

I
w
G
M
P
の
オ
タ
ワ
会
期
で
議

そ
し
て
適
切
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、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

一
九
六
九
年
の

I
M
C
0
の
ブ
ラ
ッ
セ
ル
条
約
は
こ
う
し
た
介
入
権
を
規
定
し
て
い
る
が
、
し
か
し
、
油
濁
事
故
の
み
に
関
し
て
で

に
必
要
と
思
わ
れ
る
適
切
な
措
置
を
執
る
こ
と
が
で
き
る
。
」

う
な
協
定
に
関
連
す
る
国
家
の
経
験
が
示
し
て
い
る
よ
う
に
、
国
家
は
必
ら
ず
し
も
国
際
的
に
合
意
さ
れ
た
規
制
を
強
制
す
る
に
あ
た

っ
て
必
然
的
に
同
じ
力
強
さ
を
示
す
と
い
う
も
の
で
は
な
い
。
こ
の
原
則
は
、
す
べ
て
の
規
制
を
同
様
に
強
制
す
る
責
務
を
強
調
し
、

ま
た
こ
の
原
則
は
自
明
の
こ
と
で
は
あ
る
が
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
重
要
で
あ
り
、

海
洋
法
会
議
が
発
展
さ
せ
る
ど
の
条
約
の
中
に
も
起
草
さ
れ
る
こ
と
を
要
求
す
る
。

海
洋
環
境
原
則
二
十
一

「
海
水
の
汚
染
ま
た
は
汚
染
の
脅
威
か
ら
大
規
模
な
有
害
な
結
果

(
m
a
j
o
r

deleterious 
c
o
n
s
e
q
u
e
n
c
e
s
)
を
も
た
ら
す
も
の

と
予
測
さ
れ
る
よ
う
な
公
海
上
の
事
故
に
続
い
て
、
自
国
沿
岸
線
と
関
係
利
益
に
対
す
る
重
大
か
つ
急
迫
し
た
危
険
に
直
面
す
る

沿
岸
国
は
、
国
際
的
に
合
意
さ
れ
た
規
則
お
よ
び
標
準
に
従
っ
て
、

同
条
約
に
つ
い
て
は
、
前
掲
拙
稿
四
0
頁
以
下
参
照
。
も
ち
ろ
ん
、
こ
の
I
M
C
0
条
約
に
対
し
て
、
カ
ナ
ダ
は
次
の
よ
う
に
評
価
、
批
判
す
る
。
）

国
家
は
自
国
の
国
内
的
規
制
を
強
制
す
る
傾
き
が
あ
る
の
は
当
然
で
あ
る
が
、

保
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
。

る
予
定
の
会
議
と
の
関
係
で
こ
れ
ら
は
発
展
さ
せ
ら
れ
つ
つ
あ
る
。

海
洋
環
境
原
則
四

（
一
九
六
九
年
の
I
M
C
0
の
介
入
権
条
約
第
一
条
第
一
項
類
似
の
規
定
。

そ
し
て
、
旗
国
・
沿
岸
国
双
方
の
責
任
に
関
し
て
、

こ
う
し
た
危
険
を
妨
止
し
、
軽
減
し
、
又
は
除
去
す
る
た
め

一
九
五
四
年
の
油
に
よ
る
海
洋
汚
染
防
止
条
約
の
よ

「
国
は
、
海
洋
汚
染
に
関
す
る
現
存
の
規
制
を
破
る
者
に
対
し
て
十
分
な
制
裁
を
自
国
の
国
内
立
法
に
よ
っ
て
用
意
す
る
よ
う
確
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海
洋
環
境
保
全
に
関
す
る
カ
ナ
ダ
案
に
つ
い
て

あ
る
。
海
洋
法
会
議
に
は
、
よ
り
一
般
的
な
権
利
の
声
明
を
条
約
文
言
の
中
に
挿
入
す
る
と
い
う
仕
事
が
残
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
な

ヽ

こり

‘‘、
4ヵ

こ
の
介
入
権
は
極
め
て
重
要
な
も
の
で
あ
る
一
方
、
そ
の
価
値
は
、
海
難
発
生
後
に
沿
岸
国
が
執
り
得
る
行
動
の
み
を
規
定
し
て

い
る
と
い
う
事
実
に
よ
っ
て
、
限
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
勿
論
で
あ
る
。
し
か
し
、
同
原
則
は
距
離
の
制
限
を
取
り
入
れ
て
い
な
い
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
領
海
に
接
続
す
る
地
域
に
お
け
る
沿
岸
国
の
た
め
に
具
体
化
さ
れ
た
よ
り
一
般
的
残
存
権
限
(
r
e
s
i
d
u
a
l
a
u
t
h
o
r
i
t
y
)
 

「
国
家
の
管
轄
権
の
限
界
を
越
え
る
海
底
及
び
そ
の
下
を
律
す
る
原
則
の
宣

（
そ
の
意
義
に
つ
い
て
高
林
秀
雄
前
掏
論
文
参
照
）
の
原
則
十
三
固
お
よ
び
同
原
則
と
海
洋
環
境
原
則
二
十
一
と
の
関
係
の
中
に
反
映

「
国
は
、
自
国
の
排
他
的
又
は
主
権
的
権
限
下
に
あ
る
土
地
又
は
海
洋
環
境
に
対
し
て
損
害
又
は
損
傷

(
d
a
m
a
g
e
o
r
 i
n
j
u
r
y
)
 

を
引
き
起
す
可
能
の
あ
る
汚
染
の
実
効
的
防
止
の
た
め
に
継
続
的
性
質
の
機
能
的
取
締
り
が
必
要
で
あ
る
自
国
領
水
に
隣
接
す
る

海
域
に
お
い
て
特
別
権
限

(
s
p
e
c
i
a
l
a
u
t
h
o
r
i
t
y
)

を
行
使
す
る
こ
と
が
で
き
る
」
。

こ
の
原
則
は
、
前
述
の
「
目
標
の
声
明
」
の
中
で
認
め
ら
れ
た
沿
岸
国
の
特
殊
利
益
の
論
理
的
外
延
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
沿
岸
国

権
限

(
c
o
a
s
t
a
l

s
t
a
t
e
 
a
u
t
h
o
r
i
t
y
)

を
置
く
こ
と
に
よ
っ
て
、

こ
れ
は
、
海
洋
汚
染
に
関
す
る
二
十
三
の
合
意
原
則
の
大
部
分
の
中

に
見
出
さ
れ
る
沿
岸
国
義
務
の
重
い
強
調
の
論
理
的
必
然
を
示
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
も
し
権
利
は
責
任
に
よ
っ
て
バ
ラ
ン
ス
さ
れ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
な
ら
ば
、
次
に
、
責
任
は
必
要
な
権
利
と
権
限

(
r
i
g
h
t
s

a
n
d
 
p
o
w
e
r
s
)

に
よ
っ
て

バ
ラ
ン
ス
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
も
認
め
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
確
か
な
こ
と
で
あ
る
。
実
際
的
に
言
え
ば
、

I
w
G
M
P
オ
タ
ワ
会
期
で
議
論
さ
れ
た
三
原
則
の
第

さ
れ
て
い
る
。

言」 を
殊
に
表
明
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
類
似
の
概
念
は
、
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i
n
t
e
r
n
a
t
i
o
n
a
l
 
certificates 
o
f
 
s
e
a
,
w
o
r
t
h
i
n
e
s
s
)
 

な
い
だ
ろ
う
が
、

し
か
し
、

な
い
と
い
う
の
が
不
可
欠
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
も
ち
ろ
ん
、

の
他
の
関
連
要
素
に
関
す
る
国
際
的
に
合
意
さ
れ
た
規
則
お
よ
び
標
準
を
自
国
船
舶
に
守
ら
せ
る
よ
う
に
確
保
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

こ
と
を
規
定
し
て
い
る
。
こ
の
合
意
さ
れ
た
原
則
に
実
際
的
効
果
を
与
え
る
に
は
、
沿
岸
国
が
国
際
的
に
合
意
さ
れ
た
規
則
お
よ
び
標

準
に
従
わ
な
い
船
舶
に
対
し
自
国
が
環
境
保
護
管
轄
権
を
行
使
す
る
地
域
に
入
る
こ
と
を
禁
止
す
る
権
利
を
も
っ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら

既
述
の
よ
う
に
、

に
入
る
こ
と
を
禁
止
す
る
こ
と
が
で
き
る
」
。

こ
の
原
則
は
、
沿
岸
国
が
沿
岸
環
境
お
よ
び
海
洋
環
境
一
般
の
汚
染
防
止
の
た
め
自
国
領
海
に
隣
接
す
る
地
域
で
専
門
管
轄
権

(spe,

cialized 
jurisdiction)

を
行
使
す
る
権
利
を
も
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
こ
の
原
則
は
、

自
国
船
舶
に
対
す
る
旗
国
の
排
他
的
権
限

(
e
x
c
l
u
s
i
v
e
a
u
t
h
o
r
i
t
y
)

の
わ
ず
か
な
軽
減
(
a
l
i
m
i
t
e
d
 
a
t
t
e
n
u
a
t
i
o
n
)

を
意
味
し
、

か
な
る
意
味
に
お
い
て
も
旗
国
の
一
般
的
権
限
の
放
棄
を
意
味
す
る
も
の
で
は
な
い
。
む
し
ろ
、
含
む
と
こ
ろ
は
、
国
際
的
に
合
意
さ

れ
た
標
準
又
は
特
別
の
地
方
的
標
準
に
確
実
に
従
わ
せ
る
た
め
の
沿
岸
国
に
よ
る
残
存
権
限
の
特
定
的
か
つ
限
定
的
行
使
な
の
で
あ
る
。

三
原
則
の
第
二

「
沿
岸
国
は
、
国
際
的
に
合
意
さ
れ
た
規
則
お
よ
び
標
準
、
又
は
、

こ
れ
ら
が
な
い
場
合
に
、
問
題
の
沿
岸
国
の
合
理
的
な
国
内

的
規
則
お
よ
び
標
準
に
従
わ
な
い
船
舶
が
自
国
の
環
境
保
護
権
限

(
e
n
v
i
r
o
n
m
e
n
t
a
l
p
r
o
t
e
c
t
i
o
n
 
a
u
t
h
o
r
i
t
y
)

下
に
あ
る
水
域

ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
会
議
が
現
に
支
持
し
た
原
則
の
―
つ
は
、
す
べ
て
の
国
家
が
船
舶
設
計
と
構
造
、
運
航
手
続
そ

検
査

(inspection)

問
題
を
解
く
措
置
を
作
り
出
さ
な
け
れ
ば
な
ら

・

⑥

こ
れ
ら
は
適
切
な
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
お
い
て
作
り
出
さ
れ
る
堪
航
能
力
国
際
証
書
シ
ス
テ
ム

(
a
s
y
s
t
e
m
 o
f
 

に
よ
っ
て
相
当
に
単
純
化
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。

そ
う
し
た
地
域
に
あ
るし‘
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海
洋
環
境
保
全
に
関
す
る
カ
ナ
ダ
案
に
つ
い
て

い」。
こ
こ
で
い
う
堪
航
能
力

(sea-worthiness)
は
、
乗
員
や
艤
装
に
ま
で
言
及
す
る
カ
ナ
ダ
の
主
張
か
ら
考
え
て
、
運
航
能
力
や
堪
貨
能
力
を
含

む
広
義
の
堪
航
能
力
と
み
る
べ
会
で
あ
ろ
う
。

同
様
に
、
国
際
的
に
合
意
さ
れ
た
規
則
お
よ
び
標
準
が
設
け
ら
れ
て
い
な
い
場
合
、
沿
岸
国
は
、
問
題
の
地
域
に
あ
る
す
べ
て
の
船

舶
に
対
し
て
自
国
の
合
理
的
な
国
内
規
則
お
よ
び
標
準
を
強
制
す
る
権
利
を
も
っ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か
し
、
国
家
の
管
轄

権
の
限
界
を
越
え
る
公
海
上
で
国
際
的
に
合
意
さ
れ
た
規
則
お
よ
び
標
準
に
確
実
に
従
わ
せ
る
た
め
国
際
的
権
力

(
a
n
i
n
t
e
r
n
a
t
i
o
n
a
l
 

a
u
t
h
o
r
i
t
y
)

の
可
能
な
必
要
性
と
い
う
問
題
が
残
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
は
、
海
洋
法
会
議
が
審
議
す
べ
き
事
項
で
あ
る
。

第
三
原
則

「
自
国
の
領
水
に
隣
接
す
る
地
域
に
お
け
る
自
国
の
特
別
権
限

(special

a
u
t
h
o
r
i
t
y
)

に
基
づ
き
、
自
国
の
主
権
的
権
利
又
は

権
限

(rights
o
r
 p
o
w
e
r
s
)

に
加
え
て
、
国
が
権
利
又
は
権
限
を
行
使
す
べ
き
基
礎
は
、

そ
う
し
た
権
利
又
は
権
限
が
人
類
全

体
の
た
め
に
世
界
社
会
に
よ
っ
て
そ
の
国
に
委
任
さ
れ
て
い
る

(
b
e
d
e
l
e
g
a
t
e
d
…

b
y
 t
h
e
 W
o
r
l
d
 c
o
m
m
u
n
i
t
y
 
o
n
 
b
e
h
a
l
f
 

of 
h
u
m
a
n
i
t
y
 a
s
 a
 w
h
o
l
e
)
も
の
と
み
な
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
行
使
さ
れ
る
権
利
お
よ
び
権
限
は
、

関
係
地
域
に
お
け
る
海
洋
環
境
保
護
の
た
め
の
沿
岸
国
の
第
一
次
的
責
任
に
合
致
し
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
し
、
国
際
的
規
則

お
よ
び
標
準
と
適
切
な
国
際
裁
判
所

(
a
n
a
p
p
r
o
p
r
i
a
t
e
 
i
n
t
e
r
n
a
t
i
o
n
a
l
 
t
r
i
b
u
n
a
l
)
の
前
の
再
審
と
に
服
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な

こ
の
原
則
は
、
も
ち
ろ
ん
、
海
洋
法
の
全
範
囲
の
問
題
と
殊
に
海
洋
汚
染
に
対
す
る
一
般
的
な
カ
ナ
ダ
の
ア
。
フ
ロ
ー
チ
を
反
映
す
る

⑥ 
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人
間
環
境
会
議
宣
言
の
原
則
二
十

⑥
賠
償
制
度
と
国
家
責
任
の
明
確
化

も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
用
語
そ
れ
自
体
に
特
殊
な
重
要
は
付
し
て
い
な
い
。

い
う
よ
う
な
術
語
は
条
約
条
項
草
案
の
た
め
に
適
し
い
も
の
と
考
え
ら
れ
る
べ
き
で
は
な
く
、
む
し
ろ
、
旗
国
が
自
国
船
舶
に
対
し
て

国
際
的
に
合
意
さ
れ
た
規
則
お
よ
び
標
準
を
強
制
す
る
権
利
を
、
多
辺
条
約
の
中
で
、

念
的
ア
プ
ロ
ー
チ
の
例
示
と
み
な
す
べ
き
で
あ
る
。

international 
c
o
m
m
u
n
i
t
y
 a
s
 
a
 w
h
o
l
e
)
 

れ
る
べ
き
で
あ
る
。

認
め
ら
れ
た
。

”
権
限
の
委
任
IIす

べ
て
の
国
家
と
国
際
社
会
全
体

(the

の
利
益
の
た
め
十
分
な
準
備
を
す
べ
き
で
あ
る
し
、

問
題
の
権
利
が
国
際
的
に
合
意
さ
れ
た
規
則
お
よ
び
標
準
を
基
礎
と
し
て
、

か
つ
、
適
切
な
紛
争
処
理
手
続
を
条
件
と
し
て
、
行
使
さ

国
は
自
国
の
管
轄
権
又
は
支
配
内
に
あ
る
活
動
が
他
国
の
環
境
ま
た
は
国
家
の
管
轄
権
の
限
界
を
越
え
る
地
域
の
環
境
に
対
し
損
害

を
引
き
起
さ
な
い
よ
う
確
保
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
原
則
（
国
連
人
間
環
境
宣
言
の
原
則
二
十
一
）
の
必
然
的
結
果
は
、
こ
う

い
う
状
況
に
お
け
る
汚
染
損
害
の
犠
牲
者
に
と
っ
て
賠
償
が
利
用
可
能
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
汚
染
防
止
の
実

効
的
シ
ス
テ
ム
の
作
成
が
海
洋
環
境
を
保
全
す
る
た
め
の
国
際
的
取
極
め
に
お
け
る
最
も
重
要
な
要
素
で
あ
る
べ
き
で
あ
る
一
方
で
、

適
切
な
賠
償
制
度
の
発
展
も
基
本
的
重
要
性
を
も
つ
で
あ
ろ
う
。
こ
う
し
た
制
度
の
必
要
は
、
次
の
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
諸
原
則
の
中
で

「
各
国
は
、
自
国
の
管
轄
権
内
ま
た
は
支
配
下
の
活
動
が
、
自
国
の
管
轄
権
の
外
に
あ
る
地
域
に
及
ぼ
し
た
汚
染
そ
の
他
の
環
境

沿
岸
国
権
利
の
必
然
的
承
認
は
ま
た
、

こ
の
目
的
を
達
成
す
る
に
は
、

沿
岸
国
に
委
任
す
る
(delegate)
と
い
っ
た
概

(:̂
delegation 
of 
p
o
w
e
r
s
 "
)
と
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海
洋
環
境
保
全
に
関
す
る
カ
ナ
ダ
案
に
つ
い
て

上
の
損
害
の
被
害
者
に
対
す
る
責
任
お
よ
び
補
償
に
関
す
る
国
際
法
を
、

海
洋
環
境
原
則
の
原
則
七

さ
ら
に
発
展
せ
し
め
る
よ
う
協
力
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

「
国
は
、
自
国
の
活
動
ま
た
は
自
国
の
管
轄
権
下
に
あ
る
組
織
も
し
く
は
他
人
に
よ
っ
て
引
き
起
こ
さ
れ
た
汚
染
か
ら
損
害
が
生

じ
る
場
合
に
は
、
他
国
に
対
す
る
自
国
の
義
務
を
国
際
法
の
諸
原
則
に
従
っ
て
履
行
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
し
、
ま
た
こ
う
し
た

損
害
と
紛
争
処
理
を
扱
う
手
続
を
発
展
さ
せ
る
こ
と
に
協
力
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
。

汚
染
損
害
の
賠
償
を
受
け
る
権
利
は
確
か
に
存
在
す
る
一
方
、

お
よ
び
国
家
の
管
轄
権
の
限
界
を
越
え
る
地
域
で
こ
う
む
っ
た
損
害
の
賠
償
に
関
し
て
、
困
難
な
問
題
が
生
じ
る
。
こ
う
し
た
賠
償
を

確
保
す
る
た
め
、
国
際
的
賠
償
基
金
ま
た
は
保
険
計
画
か
ら
、
国
際
的
に
合
意
さ
れ
た
義
務
に
従
っ
て
各
国
の
法
律
に
よ
っ
て
設
け
ら

れ
た
私
人
の
訴
訟
の
権
利
、

勇
気
づ
け
ら
れ
る
こ
と
は
、

い」。

こ
の
権
利
の
満
足
に
関
し
て
、
特
に
沿
岸
国
の
資
源
管
轄
下
の
地
域

そ
し
て
適
切
な
状
況
で
は
、
責
任
あ
る
国
に
よ
る
直
接
の
賠
償
に
ま
で
至
る
多
様
な
手
段
が
工
夫
さ
れ
得

る
だ
ろ
う
。
重
要
な
こ
と
は
、
賠
償
が
迅
速
に
利
用
で
き
、

か
つ
、

こ
う
む
っ
た
損
害
を
カ
バ
ー
す
る
に
十
分
で
あ
る
こ
と
で
あ
る
。

あ
る
重
要
な
海
洋
国
が
国
際
海
峡
を
通
過
中
の
自
国
籍
船
舶

(
t
h
e
i
r
f
l
a
g
 
v
e
s
s
e
l
s
)
 
に
よ
っ
て
引
き
起

こ
さ
れ
る
環
境
損
害
に
対
す
る
厳
格
責
任

(strict
liability)

を
進
ん
で
受
諾
す
る
用
意
の
あ
る
こ
と
を
示
し
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
の

原
則
を
領
海
一
般
に
適
用
す
る
こ
と
と
は
異
っ
て
、
国
際
海
峡
内
の
領
海
に
こ
の
原
則
を
限
定
す
る
こ
と
の
根
拠
は
な
い
よ
う
に
思
え

る
。
加
え
て
、
領
海
限
界
を
越
え
る
沿
岸
資
源
へ
の
損
害
の
賠
償
と
、
船
舶
以
外
の
多
く
の
源
（
た
と
え
ば
海
底
開
発
）
か
ら
の
損
害

の
賠
償
と
に
考
慮
が
与
え
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
綜
合
的
賠
償
取
極
め
の
発
展
に
お
け
る
海
洋
法
会
議
の
役
割
は
、

一
般
法
原
則
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こ
の
分
野
に
お
け
る
法
の
発
展
に
お
け
る
そ
の
役
割
は
、

の
宣
明
に
限
ら
れ
る
べ
き
な
の
は
確
か
で
あ
る
。

I
M
C
O
よ
う
な
他
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
が
こ
れ
ら
の
原
則
の
実
際
的
実
施
と
紛
争
事
件

の
処
理
手
続
の
確
立
と
の
た
め
に
シ
ス
テ
ム
を
発
展
さ
せ
る
よ
う
要
請
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
こ
う
し
た
取
極
め
の
発
展
は
ま
た
二
辺

海
底
探
査
と
開
発

国
内
的
規
制
は
国
家
の
管
轄
権
内
の
活
動
に
関
し
て
発
展
せ
し
め
ら
れ
て
き
て
い
る
け
れ
ど
、
国
家
の
管
轄
権
の
限
界
内
ま
た
は
こ

れ
を
越
え
る
地
域
に
お
け
る
海
底
資
源
の
探
査
と
開
発
か
ら
生
じ
る
環
境
に
関
す
る
争
点
を
国
際
法
は
広
範
に
扱
っ
て
は
こ
な
か
っ
た
。

こ
の
点
の
法
の
一
層
の
発
展
の
た
め
の
手
引
は
、
次
の
諸
原
則
に
よ
っ
て
提
供
さ
れ
て
い
る
。

海
洋
現
境
原
則
十
八

「
沿
岸
国
は
、
自
国
家
の
管
轄
権
の
限
界
内
に
あ
る
地
域
に
お
け
る
海
底
資
源
の
探
査
と
開
発
か
ら
結
果
し
た
汚
染
事
故
を
扱
う

た
め
十
分
か
つ
適
切
な
資
源
が
利
用
さ
れ
る
よ
う
確
保
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
。

海
洋
環
境
を
保
全
す
る
す
べ
て
の
国
家
の
基
本
的
義
務
を
心
に
留
め
な
が
ら
、
自
国
家
の
管
轄
権
の
限
界
内
で
あ
っ
て
も
海
底
資
源

開
発
に
関
し
て
沿
岸
国
が
執
る
よ
う
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
る
反
汚
染
措
置
に
関
す
る
国
際
的
に
合
意
さ
れ
た
標
準
を
設
け
る
こ
と
が
必

要
で
あ
ろ
う
。
こ
う
し
た
国
内
措
置
は
多
く
の
国
家
に
よ
っ
て
既
に
発
展
せ
し
め
ら
れ
て
お
り
、
ま
た
国
家
の
管
轄
権
の
限
界
を
越
え

た
海
底
資
源
の
開
発
の
た
め
安
全
措
置
に
関
す
る
協
定
を
作
り
出
す
際
に
助
け
と
な
る
べ
き
で
あ
る
。
海
洋
法
会
議
に
関
す
る
限
り
、

(7) 

一
般
原
則
の
宣
明
に
限
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
よ
り
詳
細
な
技
術
的
措
置
に

は
、
以
下
に
述
べ
る
国
際
海
底
地
域
の
た
め
に
発
展
さ
せ
ら
れ
る
措
置
を
考
慮
に
入
れ
て
、
二
辺
的
ま
た
地
域
的
協
定
が
必
要
で
あ
ろ

的
ま
た
地
域
的
協
力
を
要
請
す
る
の
も
明
ら
か
な
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
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海
洋
環
境
保
全
に
関
す
る
カ
ナ
ダ
案
に
つ
い
て

⑧

技

術

援

助

（
こ
れ
ら
は
、
い
ず
れ
も
本
稿
十
ニ
ー
十
三
頁
に
引
用
し
た
の
で
、
こ
こ
で
は
省
略
す
る
）
。

す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
海
底
資
源
開
発
に
関
す
る
反
汚
染
措
置
の
発
展
は
国
家
の
管
轄
権
の
限
界
内
の
地
域
お
よ
び
そ
の
限
界
を

越
え
る
地
域
に
関
し
て
協
調
し
て
進
め
得
る
し
、
進
め
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
国
際
海
底
地
域
の
た
め
に
発
展
せ
し
め
ら
れ
た
措
置
は
、

自
国
家
の
管
轄
権
内
の
地
域
に
お
い
て
国
家
が
採
る
最
少
の
措
置
を
表
わ
す
も
の
で
あ
る
べ
き
で
あ
る
。
海
洋
法
会
議
で
交
渉
さ
れ
る

国
際
海
底
条
約
は
、
沿
岸
国
お
よ
び
こ
の
分
野
で
必
要
な
専
門
性
を
も
つ
そ
の
他
の
機
関
と
協
議
し
て
よ
り
詳
細
な
技
術
的
措
置
を
作

成
す
る
こ
と
は
将
来
の
国
際
海
底
機
構

(the
f
u
t
u
r
e
 
international 
s
e
a
,
b
e
d
 
m
a
c
h
i
n
e
r
y
)
 

資
源
開
発
か
ら
の
海
洋
環
境
の
保
護
に
関
す
る
一
般
原
則
を
定
め
る
べ
き
で
あ
る
。

す
べ
て
の
国
家
が
自
国
の
海
洋
環
境
保
全
義
務
を
果
し
得
る
よ
う
確
保
す
る
―
つ
の
重
要
な
方
法
は
、
開
発
途
上
国
に
対
す
る
技
術

同
右
原
則
十
三
固

゜
スっ

れ
ば
な
ら
な
い
」
。

「
国
は
、
国
家
の
管
轄
権
の
限
界
を
越
え
る
海
底
お
よ
び
深
海
海
底

(
s
e
a
b
e
d
a
n
d
 o
c
e
a
m
 floor)

の
探
査
お
よ
び
開
発
に
関

係
す
る
活
動
が
海
洋
環
境
の
汚
染
の
結
果
を
生
み
出
さ
な
い
よ
う
に
確
保
す
る
た
め
適
切
な
国
際
的
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
協
力
し
な
け

深
海
海
底
を
律
す
る
原
則
宣
言
（
総
会
決
議
二
七
四
九

(
X
X
V
)
)
原
則
十
一

海
洋
環
境
原
則
十
九

に
多
分
ま
か
せ
な
が
ら
、
国
際
海
底
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。
.‘ー

こ
の
一
般
原
則
は
、
海
洋
法
会
議
が
採
択
す
る
条
約
の
中
に
反
映
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
実
際
上
の
実
施
は
、
し
か
し
、

共
通
利
益
の
海
域
の
た
め
の
共
同
計
画

(joint
c
o
n
t
i
n
g
e
n
c
y
 p
l
a
n
)

の
よ
う
な
二
辺
的
・
地
域
的
取
極
め
の
作
成
が
必
要
で
あ
ろ

な
ら
な
い
」
。

援
助
の
供
与
で
あ
る
。

「
よ
り
高
度
の
工
業
技
術
的
・
科
学
的
発
展
段
階
に
あ
る
国
家
は
、

こ
れ
を
要
求
す
る
国

(nations)
を
、
例
え
ば
こ
れ
ら
の
国

の
技
術
・
科
学
職
員
の
十
分
な
訓
練
を
提
供
す
る
。
フ
ロ
グ
ラ
ム
を
直
接
に
又
は
権
限
あ
る
機
関
を
通
し
て
約
束
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
並
び
に
海
洋
環
境
を
保
護
す
る
責
務
を
果
す
能
力
を
高
め
る
研
究
、
行
政
、

理
、
お
よ
び
そ
の
他
の
よ
う
な
分
野
で
必
要
と
さ
れ
る
装
備
・
便
宜
を
提
供
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
援
助
す
べ
き
で
あ
る
」
。

海
洋
法
は
こ
の
原
則
の
適
用
に
関
し
て
有
益
な
政
策
上
の
手
引
き
を
与
え
る
こ
と
が
で
き
る
が
、

施
の
た
め
に
は
そ
の
他
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
お
け
る
一
層
の
活
動
が
要
求
さ
れ
る
の
は
明
白
な
よ
う
に
思
え
る
。
技
術
援
助
が
開
発
途
上

国
に
と
っ
て
特
別
の
重
要
性
を
も
っ
て
い
る
一
方
、

「
国
は
、

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
又
は
監
視
、
情
報
、
廃
棄
物
処

し
か
し
、

そ
の
完
全
な
作
成
と
実

い
か
な
る
発
展
段
階
に
あ
る
国
家
も
海
洋
環
境
に
影
響
を
及
ぼ
す
問
題
を
扱
う
際

に
は
援
助
を
必
要
と
す
る
事
態
も
生
ず
る
。
こ
の
こ
と
は
、
次
の
海
洋
環
境
原
則
二
十
三
に
よ
っ
て
考
慮
に
入
れ
ら
れ
て
い
た
。

い
か
な
る
起
源
の
海
洋
汚
染
に
対
す
る
行
動
に
お
い
て
も
、
相
互
に
自
己
の
能
力
の
最
善
を
尽
し
て
援
助
し
な
け
れ
ば

海
洋
環
境
原
則
六
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海
洋
環
境
保
全
に
関
す
る
カ
ナ
ダ
案
に
つ
い
て

部
分
的
に
は
コ
メ
ン
ト
を
付
し
て
置
い
た
よ
う
に
、

採
択
さ
れ
た
海
洋
投
棄
条
約
や

I
M
C
0
の
介
入
権
条
約
等
の
中
に
見
ら
れ
る
文
言
が
随
所
に
挿
入
さ
れ
て
い
る
。
本
稿
で
は
煩
雑
さ

(
1
)
 

を
避
け
る
た
め
一
々
の
指
摘
は
避
け
る
こ
と
に
し
た
。

海
洋
環
境
と
そ
れ
が
維
持
す
る
す
べ
て
の
生
物
体
系
は
人
類
に
と
っ
て
死
活
的
重
要
性
が
あ
り
、
ま
た
す
べ
て
の
人
々
は
こ
の
環
境

、
、
、

が
そ
の
質
、
資
源
と
も
に
害
さ
れ
な
い
よ
う
に
管
理
さ
れ
る
こ
と
を
確
保
す
る
点
に
利
益
を
有
し
て
い
る
こ
と
を
確
信
し
、

、
、
、

沿
岸
諸
国
は
沿
岸
地
域
の
資
源
の
管
理
に
特
別
の
利
益
を
有
し
て
い
る
こ
と
を
確
信
し
、

本
条
約
の
締
約
国
は
、

し
か
し
、

前

文

I
I
I
]
L
.
 
2
8
)

で
、
海
底
平
和
利
用
委
員
会
第
三
小
委
員
会
に
対
し
て
、
綜
合
的
海
洋
汚
染
条
約
の
た
め
の
条
項
草
案

(Draft
articles 

for 
a
 
comprehensi~e 

m
a
r
i
n
e
 pollution convention) -1-(d
坦
g

出
、
し
ヤ
2

。
こ
の
苗
H
案
は
、
カ
ナ
ダ
代
2

圭
ム
団
が
断
っ
て
い
る
こ
と
だ

が
、
審
議
用
に
の
み
提
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
て
、
必
ず
し
も
カ
ナ
ダ
政
府
の
最
終
的
な
見
解
を
反
映
し
て
い
る
も
の
と
は
言
え
な
い
。

―
つ
の
方
向
性
を
示
す
も
の
と
し
て
十
分
に
傾
聴
に
値
い
す
る
も
の
で
あ
る
の
で
、
以
下
に
訳
出
し
て
お
こ
う
。
す
で
に
、

こ
の
条
約
案
の
中
に
は
国
連
人
間
環
境
会
議
の
宣
言
の
文
言
や
昨
秋
ロ
ン
ド
ン
で

さ
て
、
綜
合
的
ア
。
フ
ロ
ー
チ
を
提
唱
し
た
カ
ナ
ダ
は
、

一
九
七
三
年
の
春
会
期
に
、

綜
合
的
海
洋
汚
染
条
約
の
た
め
の
カ
ナ
ダ
の
暫
定
草
案

三
月
九
日
付
の
文
書

(
A
/
A
C
.
 
1
3
8
/
S
C
.
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廃
棄
物
を
同
化
し
、

個
別
的
に
も
し
く
は
共
同

こ
れ
を
無
害
化
す
る
海
の
能
力

(
c
a
p
a
c
i
t
y
)
と
天
然
資
源
を
再
生
す
る
海
の
能
力

(ability)
と
は
無
限
で
は

な
い
こ
と
、
な
ら
び
に
、
海
洋

(
t
h
e
o
c
e
a
n
s
 
a
n
d
 s
e
a
s
)
汚
染
を
防
止
し
、
取
締
る
措
置
は
海
洋
と
そ
の
天
然
資
源
の
管
理
の
不
可

、
、
、

欠
な
要
素
と
み
な
さ
る
べ
き
で
あ
る
こ
と
を
承
認
し
、

諸
国
家
は
、
自
国
の
環
境
政
策
に
従
っ
て
自
国
の
資
源
を
開
発
す
る
主
権
的
権
利
と
、
自
国
の
管
轄
ま
た
は
支
配
下
の
活
動
が
他
の

国
家
の
環
境
ま
た
は
自
国
家
の
管
轄
の
限
界
を
越
え
る
地
域
の
環
境
に
害
を
引
起
さ
な
い
よ
う
確
保
す
べ
き
責
任
と
を
、
国
連
憲
章
と

、
、
、

国
際
法
の
諸
原
則
に
従
っ
て
、
有
し
て
い
る
こ
と
を
承
認
し
、

海
洋
汚
染
は
i

大
気
を
通
じ
て
の
排
出
ま
た
は
河
川
、
入
江
、
排
水
口
お
よ
び
。
ハ
イ
。
フ
ラ
イ
ン
か
ら
の
排
出
を
含
む
多
く
の
汚
染
源

な
ら
び
に
投
棄
か
ら
発
生
し
て
い
る
こ
と
、

こ
と
が
重
要
で
あ
る
こ
と
に
留
意
し
、

海
洋
環
境
の
保
護
と
保
全
に
関
す
る
現
行
の
国
際
協
定
、
世
界
的
お
よ
び
地
域
的
段
階
で
の
こ
の
分
野
の
新
た
な
協
定
作
成
の
必
要
、

な
ら
び
に
特
に
、

な
ら
び
に
、
諸
国
家
が
こ
う
し
た
汚
染
を
防
止
す
る
実
行
可
能
な
最
善
の
手
段
を
用
い
る

こ
れ
ら
の
協
定
が
関
連
国
内
措
置
と
と
も
に
、
海
洋
躁
境
の
保
護
と
保
全
と
に
対
す
る
実
効
的
綜
合
的
ア
。
フ
ロ
ー
チ

を
含
ん
で
い
る
こ
と
を
確
保
す
る
必
要
を
考
慮
に
入
れ
な
が
ら
、
海
洋
環
境
を
保
護
す
べ
き
諸
国
家
の
責
務
は
、
適
切
な
取
締
り
措
置

(
c
o
n
t
r
o
l
 
m
e
a
s
u
r
e
s
)

の
作
成
、
実
施
お
よ
び
強
制
に
よ
る
海
洋
汚
染
防
止
の
た
め
の
実
効
的
行
動
を
、

、
、
、

的
に
、
要
求
し
て
い
る
こ
と
を
確
信
し
、

、
、
、
、
、
、
、
、

次
の
通
り
協
定
し
た
。
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(c) ー

海
洋
環
境
保
全
に
関
す
る
カ
ナ
ダ
案
に
つ
い
て

(~11) 

海
底
の
天
然
資
源
の
探
査
ま
た
は
開
発
の
た
め
の
設
備
お
よ
び
装
置
ま
た
は
そ
の
他
の
海
洋
環
境
の
中
で
運
航
さ
れ
て
い

の
運
搬
に
携
わ
る
船
舶
の
設
計
、
艤
装
、
運
航
お
よ
び
管
理

(
i
)
 

(b) (a) 第
一
条
（
基
本
的
義
務
）

国
家
は
海
洋
環
境
を
保
護
し
、

第
二
条
（
汚
染
防
止
措
置
）

か
つ
保
全
す
る
義
務
を
有
す
る
。

国
家
は
、
人
間
の
健
康
に
危
険
を
生
じ
、
生
物
資
源
と
海
洋
生
活
を
害
し
、
快
適
さ
を
傷
つ
け
、
ま
た
は
そ
の
他
の
海
洋
環
境

の
正
当
な
利
用
を
妨
害
し
や
す
い
物
質
そ
の
他
の
物

(
S
u
b
s
t
a
n
c
e
s
o
r
 o
t
h
e
r
 
m
a
t
t
e
r
)
 

置
を
、
個
別
的
に
ま
た
は
適
切
な
場
合
に
は
共
同
し
て
、
執
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
殊
に
、
国
家
は
、
自
国
の
管
轄
ま
た
は
支
配
下

の
活
動
が
海
洋
環
境
の
汚
染
に
よ
っ
て
、
他
の
国
家
の
環
境
を
含
め
て
他
の
国
家
に
損
害
を
引
き
起
さ
な
い
よ
う
確
保
す
べ
き
措
置
を
、

自
国
の
能
力
の
及
ぶ
限
り
、
執
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
う
し
た
措
置
に
は
次
の
措
置
が
含
ま
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。

自
国
の
管
轄
内
の
す
べ
て
の
汚
染
源
、
殊
に
陸
起
源
の
汚
染
源

(
l
a
n
d
-
b
a
s
e
d

に
よ
る
海
洋
環
境
の
汚
染
を
防
止
す
る
措

s
o
u
r
c
e
s
)

か
ら
の
前
述
の
物
質
そ
の
他
の
物

有
毒
ま
た
は
危
険
物
質
は
、
特
に
こ
れ
ら
が
持
続
性
物
質
の
場
合
は
、
大
量
ま
た
は
濃
縮
し
た
放
出
が
汚
染
の
原
因
と
は
な
ら

な
い
こ
と
を
証
明
す
る
ま
で
最
大
限
可
能
な
限
度
ま
で
、

の
放
出
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
措
置

そ
の
放
出
を
最
少
限
に
す
る
措
置

次
の
も
の
を
含
む
合
意
さ
れ
た
国
際
標
準
に
従
っ
た
海
上
の
事
故
の
防
止
と
運
航
の
安
全
の
た
め
の
措
置

船
舶
殊
に
、
事
故
に
よ
っ
て
放
出
さ
れ
た
場
合
海
洋
環
境
の
汚
染
の
原
因
と
な
る
と
思
わ
れ
る
特
性
ま
た
は
性
質
の
物
質
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い
か
、
も
し
く
は
地
方
的
地
理
的
か
つ
生
態
学
的
特
性
に
照
ら
し
て
他
の
措
置
が
必
要
で
あ
る
場
合

(b) (a) 
執
る
の
を
妨
げ
る
も
の
と
解
釈
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
）
を
含
む
自
国
家
の
管
轄
限
界
内
で
、
次
の
場
合
に
、
第
一
条
の
義
務
を
果
た
す
の
に
必
要
と
思
わ
れ
る
措
置
を

ー 第
四
条
（
特
別
措
置
）

し
、
か
つ
実
施
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

計
画
(b) (a) 2

 る
設
備
お
よ
び
装
置
の
設
計
、
艤
装
、
運
航
お
よ
び
管
理

国
家
は
、

こ
の
条
約
上
の
義
務
に
従
っ
て
措
置
を
執
る
に
あ
た
っ
て
、
次
の
も
の
を
考
慮
に
い
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

海
洋
環
境
を
保
護
し
、
か
つ
保
全
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
ま
た
は
そ
の
効
果
を
ね
ら
っ
た
あ
ら
ゆ
る
国
際
条
約

関
連
す
る
原
則
、
標
準
、
勧
告
、
手
続
、
指
針
、
基
準
（
水
質
基
準
を
含
む
）
お
よ
び
権
限
あ
る
国
際
機
構
が
提
案
し
た
行
動

第
三
条
（
措
置
の
発
展
）

国
家
は
、
世
界
的
お
よ
び
適
切
な
場
合
に
は
地
域
的
規
模
で
、
直
接
に
ま
た
は
権
限
あ
る
国
際
機
関
を
通
し
て
、
協
力
し
、
海
洋
環

境
の
汚
染
防
止
目
的
の
条
約
、
規
則
、
原
則
、
標
準
、
勧
告
、
手
続
、
指
針
、
基
準
（
水
質
基
準
を
含
む
）
お
よ
び
行
動
計
画
を
作
成

こ
の
条
約
の
い
か
な
る
規
定
も
、
国
家
が
環
境
保
護
水
域

(environmental
protection 
zones) 
(
そ
の
最
大
限
界
は
決
定

こ
の
条
約
が
意
図
す
る
国
際
的
に
合
意
さ
れ
た
措
置
の
設
定
と
実
施
ま
で
、
ま
た
は

い
ず
れ
か
の
国
際
的
に
合
意
さ
れ
た
措
置
の
設
定
ま
た
は
実
施
の
の
ち
、

こ
う
し
た
措
置
が
こ
の
条
約
の
目
標
を
達
成
で
き
な
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ー
及
さ
せ
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

2
 

ー

海
洋
環
境
保
全
に
関
す
る
カ
ナ
ダ
案
に
つ
い
て

第
六
条
（
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
）

ら
な
い
。

こ
の
条
に
従
っ
て
執
ら
れ
た
措
置
は
、

第
五
条
（
国
際
的
プ
ロ
グ
ラ
ム
）

こ
の
条
約
の
目
標
の
厳
格
な
限
界
内
に
留
ま
っ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
か
つ
、
適
用

国
家
は
、
汚
染
源
、
経
路
、
汚
染
度
お
よ
び
危
険
度
の
評
価
の
た
め
の
知
識
を
獲
得
す
る
た
め
の
国
際
的
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
積
極
的
に

支
持
し
、
か
つ
こ
れ
に
貢
献
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
ま
た
そ
う
す
る
位
置
に
あ
る
諸
国
家
は
、
経
済
的
・
技
術
的
発
達
に
か
か
わ
ら
ず

こ
う
し
た
。
フ
ロ
グ
ラ
ム
ヘ
の
国
家
の
広
範
な
参
加
を
容
易
に
す
る
た
め
教
育
的
・
技
術
的
そ
の
他
の
形
の
援
助
を
提
供
し
な
け
れ
ば
な

汚
染
の
原
因
と
な
る
と
思
わ
れ
る
物
質
そ
の
他
の
物
の
海
洋
環
境
へ
の
放
出
の
結
果
を
生
み
出
す
活
動
を
許
可
し
、
ま
た
は
こ

れ
に
従
事
す
る
国
家
は
、
第
二
条
で
言
及
す
る
有
害
な
影
響
を
殊
に
顧
慮
し
て
、

こ
う
し
た
活
動
の
海
洋
環
境
に
対
す
る
影
響
を
決
定

す
る
措
置
で
、
他
の
国
家
の
権
利
と
相
容
れ
る
も
の
を
執
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

海
洋
環
境
へ
の
物
質
そ
の
他
の
放
出
の
結
果
を
生
み
出
す
活
動
に
関
す
る
デ
ー
タ
お
よ
び
情
報
、
有
害
な
影
響
を
決
定
す
る
の

に
執
ら
れ
た
措
置
、

な
ら
び
に
こ
う
し
た
有
害
な
影
響
を
最
小
に
し
、
ま
た
は
除
去
す
る
の
に
採
ら
れ
た
措
置
ま
た
は
手
続
は
広
く
普

第
七
条
（
損
害
賠
償
）

2
 

国
家
は
、
自
国
に
帰
属
さ
れ
る
海
洋
環
境
汚
染
に
よ
り
他
の
国
家
の
管
轄
下
の
地
域
（
他
の
国
家
の
環
境
を
含
む
）
内
で
、
ま

に
際
し
差
別
的
で
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。
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3
 

な
ら
な
い
。

た
は
こ
れ
に
対
し
て
生
じ
た
損
害
に
対
し
て
責
任
が
あ
り
、
ま
た
国
家
は
、
損
害
の
評
価
、
責
任
の
決
定
、
賠
償
の
支
払
お
よ
び
関
連

紛
争
の
解
決
の
た
め
の
手
続
に
関
す
る
国
際
法
の
発
展
に
協
力
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

固
他
の
国
家
に
帰
責
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
が
、
当
該
国
家
の
喩
I

轄
下
に
あ
る
人
に
よ
っ
て
引
き
起
こ
さ
れ
た
海
洋
環
境
の
汚
染

に
よ
り
あ
る
国
家
の
管
轄
下
の
地
域
（
同
国
の
環
境
を
含
む
）
内
で
、
ま
た
は
こ
れ
に
対
し
て
生
じ
た
損
害
に
つ
い
て
、
国
家
は
、
自

国
の
管
轄
下
に
あ
る
人
に
よ
っ
て
引
き
起
こ
さ
れ
た
海
洋
環
境
汚
染
の
犠
牲
者
の
た
め
に
衡
平
な
賠
償
を
確
保
す
る
観
点
で
訴
訟
手
段

(
r
e
c
o
u
r
s
e
)

を
提
供
す
る
こ
と
を
約
束
す
る
。

が
含
ま
れ
る
。

損
害
の
評
価
、

責
任
の
決
定
お
よ
び
賠
償
の
支
払
の
た
め
の
手
続

国
内
的
救
済
の
完
了
の
の
ち
に
ま
た
は
こ
の
よ
う
な
手
続
が
利
用
可
能
で
な
い
場
合
に
は
、
損
害
を
受
け
た
当
事
者
の
国
家
は
、

問
題
の
損
害
に
責
任
の
あ
る
人
ま
た
は
人
々
に
管
轄
を
有
す
る
国
家
に
対
し
て
、
生
じ
た
損
害
に
対
す
る
請
求
を
提
出
す
る
こ
と
が
で

き
る
。
交
渉
に
よ
っ
て
請
求
の
解
決
に
達
し
な
か
っ
た
場
合
に
は
、
関
係
諸
国
家
は
、

そ
の
い
ず
れ
か
の
要
求
に
よ
り
、
合
意
に
よ
っ

て
ま
た
は
そ
れ
は
そ
れ
ら
が
任
命
し
た
第
三
者
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
る
手
続
に
従
っ
て
請
求
を
仲
裁
ま
た
は
裁
判
に
付
託
し
な
け
れ
ば

海
洋
環
境
の
汚
染
に
よ
り
国
家
の
管
轄
の
限
界
を
越
え
た
地
域
内
で
、
ま
た
は
こ
れ
に
対
し
て
生
じ
た
損
害
に
つ
い
て
、
国
家

は
、
損
害
の
評
価
、
責
任
の
決
定
、
賠
償
の
支
払
お
よ
び
関
連
紛
争
の
解
決
の
た
め
の
手
続
に
関
す
る
国
際
法
の
発
展
に
協
力
す
る
こ

と
を
約
束
す
る
。

第
八
条
（
要
求
の
提
出
）

(b) 2
 

こ
の
手
段
に
は
、
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3
 

2
 

ー

海
洋
環
境
保
全
に
関
す
る
カ
ナ
ダ
案
に
つ
い
て

海
洋
現
境
が
損
害
を
受
け
る
差
し
迫
っ
た
危
険
に
あ
る
か
、
ま
た
は
汚
染
に
よ
っ
て
損
害
を
受
け
た
状
況
を
知
る
に
至
っ
た
国
家
は
、

こ
う
し
た
損
害
に
よ
っ
て
影
響
を
受
け
る
と
思
わ
れ
る
他
の
国
家
に
通
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま
た
こ
れ
ら
の
国
家
は
損
害
を
最

第
一

0
条
（
強
制
）

国
家
は
、
自
国
家
の
管
轄
の
限
界
（
自
国
の
領
海
に
接
す
る
環
境
保
護
水
域
を
含
む
。
た
だ
し
こ
の
条
約
の
た
め
の
最
大
限
界

は
こ
の
条
約
の
中
で
決
定
さ
れ
、

採
る
措
置
を
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

あ
る
国
家
に
登
録
さ
れ
た
船
舶
ま
た
は
航
空
機
が
他
の
国
家
の
国
家
管
轄
の
限
界
（
環
境
保
護
水
域
を
含
む
）
内
の
地
域
に
あ

る
場
合
は
、
登
録
国
は
、

を
と
ら
せ
る

(
e
n
s
u
r
e
c
o
m
p
l
i
a
n
c
e
 w
i
t
h
 t
h
e
 
m
e
a
s
u
r
e
s
)
責
務
を
も
持
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

国
家
は
、
次
の
も
の
に
関
し
て
海
洋
環
境
の
保
護
と
保
全
の
た
め
こ
の
条
約
に
従
っ
て
採
っ
た
措
置
を
実
施
し
な
け
れ
ば
な
ら

小
に
す
る
措
置
を
執
る
に
あ
た
っ
て
協
力
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
九
条
（
最
小
化
）

国
家
の
管
轄
の
限
界
を
越
え
た
地
域
で
海
洋
環
境
の
汚
染
に
よ
っ
て
引
き
起
こ
さ
れ
た
損
害
の
場
合
、
国
家
ま
た
は
国
家
集
団
は
、

い
ず
れ
か
の
権
限
あ
る
国
際
機
構
ま
た
は
機
関
ま
た
は
そ
の
他
と
協
力
し
て
、

た
は
支
配
下
で
行
な
わ
れ
た
国
家
に
対
し
て
、
外
交
経
路
を
通
じ
て
、

境
の
復
元
の
た
め
の
要
求
を
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

こ
う
し
た
汚
染
の
原
因
と
な
る
諸
活
動
が
そ
の
管
轄
ま

こ
う
し
た
活
動
の
停
止
ま
た
は
終
了
お
よ
び
損
害
を
受
け
た
環

か
つ
表
現
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
）
内
で
の
海
洋
環
境
の
保
護
と
保
全
の
た
め
に
こ
の
条
約
に
従
っ
て

こ
う
し
た
地
域
で
の
海
洋
環
境
の
保
護
と
保
全
の
た
め
に
こ
の
条
約
に
従
っ
て
採
っ
た
措
置
に
従
っ
た
行
動
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措
置
の
採
択
に
よ
っ
て
、
確
保
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

2
 

去
す
る
た
め
に
必
要
な
措
置
を
執
る
こ
と
が
で
き
る
。

ー

国
家
の
管
轄
の
限
界
を
越
え
て
運
航
さ
れ
る
自
国
領
域
で
登
録
さ
れ
た
船
舶
お
よ
び
航
空
機
。

人
造
の
構
築
物
ま
た
は
海
洋
施
設
が
国
家
の
権
威
と
支
配
下
に
あ
る
場
合
海
底
に
対
す
る
国
家
の
管
轄
の
限
界
を
越
え
た
地
域

で
運
航
さ
れ
る
こ
う
し
た
構
築
物
ま
た
は
海
洋
施
設
（
た
だ
し
、
設
立
さ
れ
る
べ
き
国
際
的
海
底
制
度
に
従
っ
て
）
。

第
十
一
条
（
介
入
権
）

国
家
の
管
轄
の
限
界
を
越
え
た
地
域
で
の
事
故
ま
た
は
こ
う
し
た
事
故
に
関
連
す
る
行
為
に
続
い
て
起
こ
る
汚
染
ま
た
は
汚
染

の
脅
威
か
ら
生
じ
る
重
大
か
つ
急
迫
し
た
危
険

(
g
r
a
v
e
a
n
d
 i
m
m
i
n
e
n
t
 d
a
n
g
e
r
)
で
、
大
規
模
な
結
果

(
m
a
j
o
r
c
o
n
s
e
q
u
e
n
c
e
s
)
 

を
も
た
ら
す
も
の
と
合
理
的
に
予
測
さ
れ
う
る
よ
う
な
危
険
に
直
面
す
る
国
家
は
、

こ
の
条
に
従
っ
て
執
ら
れ
る
措
置
は
、
関
係
国
を
脅
か
す
危
険
と
均
衡
が
と
ら
れ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
し
、
ま
た
第
一
項

で
言
及
さ
れ
た
目
標
を
達
成
す
る
た
め
に
合
理
的
に
必
要
で
あ
る
も
の
を
越
え
て
は
な
ら
な
い
。

第
十
二
条
（
主
権
免
除
）

こ
う
し
た
危
険
を
防
止
し
、
軽
減
し
、
ま
た
は
除

こ
の
条
約
は
、
国
際
法
上
主
権
免
除
の
権
利
を
有
す
る
船
舶
お
よ
び
航
空
機
に
は
適
用
さ
れ
な
い
。
た
だ
し
、
国
家
は
、
国
家
が
所

有
し
ま
た
は
運
航
す
る
船
舶
お
よ
び
航
空
機
が
こ
の
条
約
の
目
的

(object
a
n
d
 p
u
r
p
o
s
e
)
 

第
十
三
条
（
紛
争
の
解
決
）

{b) (a} 
な

し‘

゜

に
合
致
し
て
行
動
す
る
よ
う
、
適
切
な
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海
洋
環
境
保
全
に
関
す
る
カ
ナ
ダ
案
に
つ
い
て

こ
の
条
約
の
解
釈
ま
た
は
適
用
に
関
し
て
紛
争
が
生
じ
た
場
合
に
は
、
関
係
諸
国
家
は
、

な
か
っ
た
と
き
、

そ
の
い
ず
れ
か
の
要
求
に
よ
り
、
合
意
に
よ
っ
て
ま
た
は
関
係
諸
国
家
間
の
合
意
に
よ
り
任
命
さ
れ
た
第
三
者
に
よ

っ
て
決
定
さ
れ
る
手
続
に
従
っ
て
、
請
求
を
仲
裁
に
付
託
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

(

1

)

こ
の
カ
ナ
ダ
案
は
、
前
述
し
た
（
本
文
ニ
ー
三
頁
）
第
三
小
委
員
会
の
中
に
設
置
さ
れ
た
「
第
二
作
業
部
会
」

o
r
k
i
n
g
G
r
o
u
p
 2

の
議
長

ホ
セ

•
L

・
ヴ
ァ
ラ
ル
タ
の
覚
書
(
A
/
A
C
.138
/
S
C
.
 
III/L. 
39, 
6
 A
p
r
i
l
 
1973)
に
よ
れ
ば
、
オ
ー
ス
ラ
リ
ア
作
業
文
書

(
A
/
A
C
138/ 

S
C
.
 
III/L. 27, 
6
 M
a
r
c
h
 1973, 
W
o
r
k
i
n
g
 p
a
p
e
r
 o
n
 P
r
e
s
e
r
v
a
t
i
o
n
 o
f
 the M
a
r
i
n
e
 E
n
v
i
r
o
n
m
e
n
t
)
、
ソ
ビ
エ
ト
安
木
へ
A
C
.
138/ 

S
C
.
 
III/L. 
32, 

1
5
 
M
a
r
c
h
 1973, 
draft articles 
for 
a
 c
o
n
v
e
n
t
i
o
n
 o
n
 g
e
n
e
r
a
l
 
principles 
for 
t
h
e
 
preservation 
of t
h
e
 

m
a
r
i
n
e
 e
n
v
i
r
o
n
m
e
n
t
)
、
マ
ル
タ
案

(
A
/
A
C
.
 1
3
8
/
S
C
 
III/L. 
33, 
1
6
 
M
a
r
c
h
 
1973, 
D
r
a
f
t
 
articles 
o
n
 
t
h
e
 
preservation 

o
f
 the 
m
a
r
i
n
e
 e
n
v
i
r
o
n
m
e
n
t
 (including inter alia. 
t
h
e
 p
r
e
v
e
n
t
i
o
n
 o
f
 pollution)...IJ...IJ.も
に
、
笛
生
一
作
ば
莱
血
中
会
で
報
四
議
さ
れ
、
冬
k

約
草
案
作
成
の
際
に
多
い
に
利
用
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る

(Cf.
A
n
n
e
x
 o
f
 A
/
 AC
.
 1
3
8
/
S
C
.
 III/L. 39)
。

こ
う
し
た
紛
争
が
交
渉
に
よ
っ
て
解
決
し


	20200522-00600001
	20200522-00600002
	20200522-00600003
	20200522-00600004
	20200522-00600005
	20200522-00600006
	20200522-00600007
	20200522-00600008
	20200522-00600009
	20200522-00600010
	20200522-00600011
	20200522-00600012
	20200522-00600013
	20200522-00600014
	20200522-00600015
	20200522-00600016
	20200522-00600017
	20200522-00600018
	20200522-00600019
	20200522-00600020
	20200522-00600021
	20200522-00600022
	20200522-00600023
	20200522-00600024
	20200522-00600025
	20200522-00600026
	20200522-00600027
	20200522-00600028
	20200522-00600029
	20200522-00600030
	20200522-00600031
	20200522-00600032
	20200522-00600033
	20200522-00600034
	20200522-00600035
	20200522-00600036
	20200522-00600037
	20200522-00600038
	20200522-00600039
	20200522-00600040
	20200522-00600041
	20200522-00600042
	20200522-00600043
	20200522-00600044
	20200522-00600045
	20200522-00600046
	20200522-00600047
	20200522-00600048
	20200522-00600049
	20200522-00600050
	20200522-00600051
	20200522-00600052
	20200522-00600053
	20200522-00600054



